
主な内容 

・学校再配置基本計画決まる 
・保育所の再編計画（案）をお知らせします 

・起業アイデアコンペ 
・峰山高美術部「日本画」に挑戦 
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　錦織米市翁（京丹後市名誉市民・
㈱日進製作所創業者）が、生前「丹
後に活力のある企業を育てること」
との素志を持たれていたことから、
「錦織米市翁顕彰会」から起業アイ
デアコンペ事業への参画ならびに「錦
織賞」の提供をいただいた。 

　13人の審査員を前にして、持ち時間15
分のなかで企画や提案内容を説明する学
生　～　　～　京丹後市の地域資源であ
る地域の自然や伝統、集積産業などの強み
を取り上げて、それぞれが熱心に説明した
　猪醤（ジビエソース）で、食品産業の活性
化構想を提案し錦織賞（最優秀賞）に輝い
た多賀文乃さん　　学生たちの提案に耳
を傾ける審査員　　平成19年度の起業ア
イデアコンペで最優秀賞に選ばれた
「Crepeco」（クレペコ）。ポリエステルち
りめんのエコバックで、非使用時にバラの
花になるデザインエコバック　　平成20
年度の起業アイデアコンペで最優秀賞に
選ばれた「黒丹バーガー」。黒いバンズには
竹炭パウダーが練り込まれているのが特徴。
土日限定で、丹後あじわいの郷で販売され
ている 

※錦織賞（最優秀賞） 
　　　　　　　いち おう にし こおり 

にし 

よね 

こおり 

　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
京
丹
後
キ

ャ
ン
パ
ス（
網
野
町
）で
１
月
15
日
、

同
大
学
の
ほ
か
京
都
府
立
大
、
京

都
府
立
医
科
大
、
京
都
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
女
子
大
、
京
都
産
業
大
の
学

生
を
対
象
と
し
た
「
起
業
ア
イ
デ

ア
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
の
最
終

審
査
会
が
行
わ
れ
た
。
25 
件
の
応

募
の
中
、
昨
年
末
行
わ
れ
た
一
次

審
査
を
勝
ち
抜
い
た
10 
件
が
最

終
提
案
。
審
査
の
結
果
、「
猪
醤（
ジ

ビ
エ
ソ
ー
ス
）
に
よ
る
食
品
産
業

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
錦
織

賞
（
最
優
秀
賞
）
に
選
ば
れ
た
。 

　
こ
の
コ
ン
ペ
は
、
若
者
の
斬
新

な
発
想
を
地
域
産
業
の
振
興
に
生

か
そ
う
と
市
が
平
成
19
年
度
か

ら
毎
年
開
催
。
毎
回
多
く
の
応
募

が
あ
り
、
京
丹
後
市
の
活
性
化
に

つ
い
て
都
市
部
の
大
学
生
に
考
え 

  

て
い
た
だ
け
る
貴
重
な
機
会
と
な 

っ
て
い
る
。 

　
最
終
提
案
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、

今
後
、
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組

む
企
業
な
ど
を
公
募
し
て
い
く
。

過
去
に
提
案
さ
れ
た
ち
り
め
ん
製

エ
コ
バ
ッ
グ
「
Ｃ
ｒ
ｅ
ｐ
ｅ
ｃ
ｏ
」

や
ご
当
地
グ
ル
メ
「
黒
丹
バ
ー
ガ

ー
」
な
ど
が
、
す
で
に
商
品
化
さ

れ
て
い
る
。
　 

最優秀賞に「猪醤（ジビエソース）」 起業アイデアコンペ 

レ

ペ

 

ク 

大学生の斬新な発想を産業振興に 大学生の斬新な発想を産業振興に 

に
し 

こ
お
り 

※ 

 

 

 

一生もんの印鑑セット  ～伝統産業と先端技術の出会い～ 

たんたんLunch 

京丹後の香りを持ち帰るアロマキャンドル「京丹華火」 

京丹後づくしグルメ　～間人ガ二茶漬け～ 

彩丹　～丹後のおいしさいっぱいcake～ 

 

 

～京都市と京丹後市を繋ぐ架け橋に～  和みグループの戦い 

新しい農業スタイルを目指して 

SNSを利用した農産物の生産者と消費者との直接販売 

起業アイデア部門(代表者氏名とタイトル) 

 

起業モデル部門(代表者氏名とタイトル) 

 

優秀賞 

錦織賞（最優秀賞） 

優良賞 

優良賞 

優秀賞 

優良賞 

京丹後発！コンテストを活用した猪醤（ジビエソース）に 
よる食品産業活性化プロジェクト 多賀 文乃さん 

中山 智裕さん 

巻田 裕子さん 

青島 駿太さん 

山野 圭博さん 

野上 千博さん 

 

長闢 陸さん 

今村 亮太さん 

中村陽太郎さん 

福田 洋美さん 

中国人向け日本語教育に特化した語学学校の設立・運営 

※起業モデル部門での最優秀賞は該当なし 
※注：知的財産保護とデザイン保護のためアイデアや提案風景は一部掲載して
いません 
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市政トピックス 

まちのわだい 

情報ファイル 

京丹後人 10

学校再配置基本計画決まる／12月議会で
一般会計補正予算可決　ほか 

簡易水道の料金を改定／保育所の再編計
画（案）のお知らせ／　ほか 

弥栄でたこ作りたこあげ教室／網野高茶
道部が「新春茶会」　ほか 

京たんごスポーツ／生命の絆／図書館だ
より／広報クイズ　ほか 

京都府のひろば Ｐ18

保健だより 

Ｐ2

Ｐ4

Ｐ8

Ｐ14

みんなの広場 

Ｐ19

Ｐ16

Ｐ20

Ｐ28

Ｐ24

市政guideガイド 

前田 孝則さん（久美浜町永留） 

目　次 
index

◆表紙写真 
　陸上競技大会の会場といえば、峰山途中ケ丘公園。
小、中学校での大会を通して共に競ってきた2人。 
　「いいライバルでもあり、いい仲間でもある」とさ
わやかな笑顔が返ってきた。 

　平成7年6月生まれ。
15歳。小学5年から陸
上を始め、マラソン大
会で負けたことをき
っかけに「がんばろう」
と、中学1年から本格
的に取り組み出した。 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

表紙企画「今月の笑顔今月の笑顔」に登場していただけるかたを募
集しています。ご希望のかたは広報係（蕁69-0110）
までご連絡ください。自薦他薦を問いません。 

今月の笑顔 

起業アイデアコンペ 

峰山高美術部「日本画」に挑戦 

能
勢 

浩
介
君 

井
田 

湧
希
君 

だ  

い 

ゆ
う 

き  

の  

せ  

こ
う 

す
け 

（
大
宮
中
３
年
） 

（
高
龍
中
３
年
） 

　平成7年4月生まれ。
15歳。小学生のマラソ
ン大会で、順位が良か
ったことをきっかけに、
走ることが好きになり、
中学1年から本格的に
開始した。 

◆目標は？ 
　「高校駅伝の名門といわ
れている兵庫県西脇工業
高等学校に進学すること。
陸上は生涯続けていきたい」 

◆目標は？ 
　「箱根駅伝で区間新を
狙いたい。陸上の選手と
して、オリンピックに出
場したい」 

※24ページに関連記事 
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市
内
の
30
小
学
校
を
19
校
、
9
中
学
校
を
6
校
に
 

五箇小学校（峰山町） 

12月議会で一般会計補正予算（第4号）が可決成立 

　11億2,460万円を追加し、予算総額317億2,055万円とす
る平成22年度一般会計補正予算（第4号）が、12月定例市議
会で可決成立しました。 
 主な事業を紹介します（カッコ内の金額は補正予算額） 

11億2,460万円を追加 

再配置対象校位置図

大宮第三小学校（大宮町） 

三津小学校（網野町） 

郷小学校（網野町） 

野間小学校（弥栄町） 

黒部小学校（弥栄町） 

溝谷小学校（弥栄町） 

湊小学校（久美浜町） 

田村小学校（久美浜町） 

佐濃小学校（久美浜町） 

川上小学校（久美浜町） 

海部小学校（久美浜町） 

橘中学校（網野町） 

宇川中学校（丹後町） 

高龍中学校（久美浜町） 

地図上の位置はおおよそのものです 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
等
接
種
費
用
の
全
額
助
成
へ
 

小
学
校
・
幼
稚
園
施
設（
12
施
設
）の
耐
震
補
強
工
事
に
着
手
 

きめ細かな交付金事業【新規16事業】 
　（3億141万円） 

〔主な事業内容〕丹後大宮・久美浜駅駅舎の空調
整備◇久美浜公会堂の音響設備整備◇市立病院
繰出金（弥栄病院の駐車場整備および施設改修、
久美浜病院の医療機器更新）◇峰山総合福祉セ
ンターの排煙設備等整備◇無電柱化事業調査〔網
野町浜詰地内〕◇道路・橋りょう・交通安全施設
の維持補修◇河川の維持補修ほか 

住民生活に光をそそぐ交付金事業【新規9事業】 
（1億807万円） 

〔主な事業内容〕犯罪被害や児童虐待の防止、自
殺予防のための啓発事業◇図書館（室）の図書購
入および大宮・久美浜図書室修繕◇峰山地域公
民館のエレベーター更新◇丹後古代の里資料館
の機器更新ほか 

子宮頸がん等予防接種事業 
（2,945万円） 

子宮頸がんとヒブ（インフルエンザ菌b型）、小
児用肺炎球菌の予防ワクチン接種費用について
自己負担なし（全額助成）とするもの 

〈対象者〉子宮頸がんワクチン：中学1年生～高
校1年生の女子（3回接種）◇ヒブワクチン：0～
4歳の乳幼児（1～4回接種）◇小児用肺炎球菌ワ
クチン：0～4歳の乳幼児（1～4回接種） 

小学校施設耐震化事業 
（6億8,153万円） 

「市立学校施設耐震化計画」に基づき、平成23年
度に実施することとしている8小学校（11施設）
の耐震補強工事に着手 
〈対象施設〉峰山小教室棟・体育館◇吉原小体育
館◇大宮第二小体育館◇島津小教室棟・体育館
◇豊栄小体育館◇溝谷小体育館◇鳥取小教室棟・
体育館◇野間小体育館 

幼稚園施設耐震化事業 
（1,245万円） 

「市立学校施設耐震化計画」に基づき、平成23年
度に実施することとしている網野幼稚園園舎の
耐震補強工事に着手 

教室棟と体育館の耐震化事業に着手（鳥取小学校＝弥栄
町＝） 

けい 

け
い 

　
工
事
は
、
張
り
替
え
た
外
壁

杉
板
に
古
色
塗
り
を
施
す
な
ど

周
辺
の
街
並
み
景
観
に
配
慮
し

た
ほ
か
、
利
用
者
の
安
全
性
と

快
適
性
を
確
保
す
る
た
め
、
段

差
の
解
消
や
ス
ロ
ー
プ
の
新
設
、

ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
を
実
施
。

併
せ
て
耐
震
補
強
工
事
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
固
定
舞
台
装
置

や
暗
幕
も
整
備
。
多
目
的
利
用

が
で
き
ま
す
。 

　
同
公
会
堂
は
、
丹
後
大
震
災
（
昭

和
２
年
）
の
復
興
を
記
念
し
て

昭
和
５
年
に
建
築
。
老
朽
化
が

著
し
い
こ
と
か
ら
、「
街
な
み
環

境
整
備
事
業
」
の
一
環
で
工
事

を
行
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
総

工
事
費
は
４
３
０
３
万
円
。 

　
昨
年
７
月
か
ら
進
め
て
い
た
久
美
浜
公
会
堂
（
久
美
浜
町
東
本

町
）
の
改
修
工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
ま
し
た
。
市
民
の
生
活
・

文
化
の
振
興
や
社
会
福
祉
活
動
増
進
の
場
と
し
て
、
さ
ら
な
る
利

用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

改修工事が完了した久
美浜公会堂（左：集会
室、下：外観〔1月14
日撮影〕） 

　
市
が
ま
と
め
た
基
本
計
画
案

で
は
、
市
内
の
小
中
学
校
の
再

配
置
に
つ
い
て
、
平
成
23
〜
32

年
度
ま
で
の
10
年
以
内
に
小
学

校
を
30
校
か
ら
12
校
に
、
中
学

校
を
９
校
か
ら
６
校
に
す
る
方

針
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

計
画
案
を
審
議
し
て
い
た
学
校

再
配
置
審
査
等
特
別
委
員
会
で
、

小
学
校
の
再
配
置
対
象
校
な
ど

を
見
直
し
た
修
正
案
が
決
定
さ
れ
、

定
例
市
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
修
正

案
で
は
、
峰
山
町
域
の
６
小
学

校
を
１
校
に
す
る
と
し
て
い
た

市
提
出
案
を
五
箇
小
の
み
の
再

配
置
に
変
更
。
網
野
町
の
島
津

小
や
丹
後
町
の
豊
栄
小
な
ど
も

再
配
置
の
対
象
か
ら
外
し
ま
し
た
。

中
学
校
の
再
配
置
対
象
校
は
、

市
提
出
案
の
と
お
り
と
し
て
い

ま
す
。
市
提
出
案
で
定
め
て
い
た

再
配
置
後
の
拠
点
校
は
、
基
本
計

画
に
明
示
せ
ず
、
実
施
方
針
に
定

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
中
学
校
の
適
正
規
模
（
１
学
年

３
〜
６
学
級
）
に
達
し
な
い
場
合

の
扱
い
に
つ
い
て
は
、「
３
学
級

以
上
で
１
学
級
20
人
を
下
回
ら

な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
」
と
し

て
い
た
市
提
出
案
を
「
１
学
年
当

た
り
２
学
級
以
上
の
学
校
規
模

の
形
成
を
目
指
す
」
に
変
更
。
さ

ら
に
、「
本
計
画
（
修
正
案
）
に
記

載
の
な
い
学
校
に
つ
い
て
も
必

要
に
応
じ
て
再
配
置
を
検
討
す
る
」

と
し
、
変
更
の
余
地
を
持
た
せ
た

基
本
計
画
と
し
て
い
ま
す
。 

　
再
配
置
が
進
め
ら
れ
る
小
中

学
校
は
、【
峰
山
町
域
】
五
箇
小
【
大

宮
町
域
】
大
宮
第
三
小
【
網
野
町

域
】
橘
中
、
三
津
小
、
郷
小
【
丹

後
町
域
】
宇
川
中
【
弥
栄
町
域
】

野
間
小
、
黒
部
小
、
溝
谷
小
【
久

美
浜
町
域
】
高
龍
中
、
湊
小
、
田

村
小
、
佐
濃
小
、
川
上
小
、
海
部

小
―
―
の
15
校
。
五
箇
小
は
後

期
計
画
期
間
（
平
成
28
〜
32
年
度
）

内
に
、
そ
の
ほ
か
は
前
期
計
画

期
間
（
平
成
23
〜
27
年
度
）
内

に
再
配
置
を
実
施
す
る
方
針
と

し
て
い
ま
す
。 

　
基
本
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（h
ttp
://w

w
w
.city
.k
y
otan
g
o. 

lg
.jp
/
k
u
ra
sh
i/
k
y
o
ik
u
/
k
y
 

oik
u
/saih

aich
i/

）
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。 

こ 

し
ょ
く 

　
市
長
が
８
月
臨
時
議
会
に
提
出
し
た
京
丹
後
市
学
校
再
配
置
基
本
計
画
案
は
、
12
月
22
日
の

定
例
市
議
会
本
会
議
で
一
部
修
正
の
上
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
32
年
度
ま
で

に
小
学
校
を
19
校
、
中
学
校
を
６
校
に
再
配
置
す
る
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
基
本
計
画
が
決
定
し

た
こ
と
を
受
け
、
市
で
は
、
再
配
置
事
業
の
実
施
方
針
を
策
定
し
、
順
次
再
配
置
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

学
校
再
配
置
基
本
計
画
決
ま
る
 

12
月
定
例
市
議
会
で
、
市
提
出
案
が
一
部
修
正
 

教育 

財政 

新橋 

土居 

新町 

東本町 

久美浜湾久美浜湾 久美浜湾 

東本町公民館東本町公民館 東本町公民館 

久美浜公会堂 

豪商稲葉本家豪商稲葉本家 豪商稲葉本家 

西方寺西方寺 西方寺 

久美浜久美浜 
小学校小学校 
久美浜 
小学校 

浜公園 

久
美
浜
公
会
堂
を
大
規
模
改
修 

街
並
み
景
観
に
配
慮
 
安
全
で
快
適
な
施
設
へ
 

まちづくり 

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー 

久
美
浜
公
園 

峰  山 町 

大 宮  町 

網  野 町 

弥  栄 町 

丹  後  町 

久美浜町 

久美浜町 
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シ
ル
ク
に
関
連
す
る
産
業
や
歴
史
、
文

化
を
持
つ
全
国
25
の
自
治
体
で
つ
く
る
「
シ

ル
ク
の
ま
ち
づ
く
り
市
区
町
村
協
議
会
」（
会

長
・
中
山
泰
京
丹
後
市
長
）
が
こ
の
ほ
ど
、

季
刊
の
シ
ル
ク
関
連
総
合
情
報
誌
「
知
・
る
・

く
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。
会
員
自
治
体
の
ほ

か
国
の
関
係
機
関
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界

な
ど
に
配
布
し
、
国
内
の
シ
ル
ク
に
関
す

る
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
目
的
。 

　
創
刊
号
は
Ａ
４
版
カ
ラ
ー
で
68
㌻
。
会

員
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ル
ク
に
関
わ
る

取
り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

同
協
議
会
は
「
関
係
者
で
多
角
的
な
連
携

を
進
め
、
新
た
な
需
要
の
掘
り
起
こ
し
や
関

連
製
品
の
開
発
、
シ
ル
ク
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

「
知
・
る
・
く
」
は
、
同
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.kyotango.kyo 

to.jp/silk/

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

活発な意見が出された会議の様子（京
丹後市役所で） 

　
京
丹
後
市
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
が
昨
年
12
月
17
日
、
峰
山
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
中
山
市
長
が
来
年
度
策
定
す
る
地
域
福
祉
計
画
な
ど
４

つ
の
計
画
策
定
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。 

初審議会の様子（峰山総合福祉センターコミュ
ニティホールで） 

防火・防災を願い一斉放水する市消防
団員ら（峰山町杉谷地内で） 

　「
豊
岡
市
・
京
丹
後
市
合
同
会
議
」
が
１

月
28
日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
協
定
事
項

や
共
通
課
題
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、

報
告
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
会
議
は
、
両
市
が
府
県
を
越
え
て
連
携

し
、
丹
後
・
但
馬
地
域
の
一
体
的
な
発
展
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
に
４
年
前
に
発
足
。
観
光

振
興
や
雇
用
促
進
な
ど
の
共
通
課
題
の
解
決

に
向
け
、
合
同
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
会
議
に
は
、
両
市
長
を
は
じ
め
幹
部
職

員
ら
21
人
が
出
席
。
協
定
に
基
づ
く
図
書

館
の
相
互
利
用
や
企
業
誘
致
・
雇
用
促
進

対
策
、
災
害
時
の
相
互
応
援
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
、
報
告
や
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
対
策
や
世
界
認
定
さ

れ
た
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た

観
光
振
興
、
路
線
バ
ス
・
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄

道
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用
促
進
、

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
評
価
委

員
会
（
浅
田
武
夫
委
員
長
・
６
人
）
は
１
月

21
日
、
市
が
市
立
病
院
の
経
営
改
善
に
向

け
て
策
定
し
た
「
京
丹
後
市
病
院
改
革
プ
ラ

ン
」（
平
成
20
年
度
か
ら
３
カ
年
）
の
平
成

21
年
度
の
実
施
状
況
に
関
す
る
点
検
・
評

価
報
告
書
を
中
山
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
で
は
、「
弥
栄
と
久
美
浜
の
両

病
院
が
医
療
確
保
の
上
で
期
待
さ
れ
る
機

能
を
果
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
の
観
点
で
、

計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
点
検
。 

　
報
告
書
で
は
、
両
病
院
が
人
件
費
や
医

薬
品
な
ど
の
経
費
抑
制
、
救
急
患
者
の
積

極
的
な
受
け
入
れ
を
行
う
な
ど
し
て
、
経

常
収
支
で
計
８
９
０
０
万
円
の
黒
字
を
計
上

し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。 

　
一
方
で
、「
市
外
で
受
診
し
て
い
る
市
民

を
市
立
病
院
で
受
け
入
れ
る
工
夫
が
必
要
」

と
指
摘
。
さ
ら
に
、
医
療
シ
ス
テ
ム
の
統
一

化
な
ど
に
よ
る
両
病
院
の
連
携
強
化
を
求

め
て
い
ま
す
。 

　
報
告
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:// 

w
w
w
.city

.k
y
otan

g
o.lg
.jp
/k
u
rash

i 

/iryo/iryo/plan/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　
同
審
議
会
は
、
健
康
づ
く
り
の
増
進
や

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の
向
上
、
地
域
福
祉

の
推
進
な
ど
に
関
す
る
調
査
、
研
究
お
よ

び
審
議
を
行
う
市
長
の
諮
問
機
関
で
、
保

健
や
福
祉
、
医
療
機
関
の
関
係
者
ら
で
構
成
。

委
員
に
26
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。 

 

審
議
会
で
は
、
会
長
に
市
社
会
福
祉
協
議

会
副
会
長
の
細
野
耕
一
さ
ん
（
大
宮
町
）、
副

会
長
に
府
在
宅
保
健
師
の
会
副
会
長
の
家

原
裕
子
さ
ん
（
大
宮
町
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
。

中
山
市
長
が
、
▼
京
丹
後
市
健
康
増
進
計
画

の
中
間
見
直
し
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
▼

第
５
期
京
丹
後
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
介

護
保
険
事
業
計
画
）
の
策
定
に
つ
い
て
▼
第

２
期
京
丹
後
市
障
害
者
計
画
並
び
に
第
３

期
京
丹
後
市
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
▼
第
２
期
京
丹
後
市
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
―
―
を
諮
問
し
ま
し
た
。 

 

同
審
議
会
で
は
、
計
画
ご
と
に
検
討
部

会
を
設
置
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
議
論
を
重
ね
、

計
画
案
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

同
審
議
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
会
議
録
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:// 

w
w
w
.city.kyotango.lg.jp/cm

s/shisei/ 

singikai/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　
新
春
恒
例
の
「
京
丹
後
市
消
防
出
初
式
」

が
１
月
９
日
、
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
）

で
行
わ
れ
、
関
係
者
が
今
年
１
年
の
防
火
・

防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
式
典
に
は
、
市
消
防
本
部
職
員
や
市
消

防
団
員
ら
約
８
０
０
人
が
出
席
。
市
消
防

団
（
団
員
１
７
５
７
人
）
の
羽
賀
義
昌
団
長

が
「
私
た
ち
の
一
番
の
願
い
は
、
家
族
と
地

域
の
安
心
、
安
全
を
守
る
こ
と
。
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
志
を

持
っ
て
、
活
動
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
団

員
ら
に
訓
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
山
市
長

ら
が
、
消
防
・
防
災
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

団
員
１
７
４
人
を
優
良
消
防
団
員
と
し
て

表
彰
し
ま
し
た
。 

　
式
典
に
引
き
続
き
団
員
ら
は
、
消
防
車

両
21
台
と
共
に
式
典
会
場
周
辺
を
市
中
行

進
。
こ
の
後
、
峰
山
町
の
小
西
川
沿
い
で
ポ

ン
プ
車
両
６
台
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い

ま
し
た
。 

国内のシルクに関する情報を掲載
した情報誌「知・る・く」（創刊号） 

　
市
内
産
農
産
物
の
流
通
課
題
を
整
理
し
、
農
家
の
収
益
の
増
加
や
生
産
拡
大
に
結
び

付
け
る
た
め
の
戦
略
を
立
て
る
「
京
丹
後
市
農
産
物
流
通
戦
略
会
議
」
が
発
足
し
ま
し

た
。
同
会
議
で
は
、「
京
丹
後
の
顔
が
見
え
る
流
通
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
後
約
１
年
か

け
て
議
論
を
重
ね
、
農
産
物
流
通
戦
略
案
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

「農産物流通戦略」の立案に向け積極的な意見交換が行われた初会議の様子（市役所大宮庁舎で） 

点検・評価結果を中山市長に報
告し、意見を述べる浅田委員長（中
央）と上田副委員長（右） 

じ 

も
の 

か
ず 

の
り 

　
同
会
議
の
委
員
に
は
、
生
産
者
や
消
費

者
、
流
通
業
者
ら
20
人
を
中
山
市
長
が
委

嘱
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
市
専
門
委
員
の
徳

岡
邦
夫
さ
ん
（
㈱
京
都
吉
兆
代
表
取
締
役

社
長
）
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

昨
年
12
月
21
日
、
市
役
所
大
宮
庁
舎
で

開
催
さ
れ
た
初
会
議
で
は
、
府
米
食
推
進

協
会
事
務
局
長
の
尾
松
数
憲
さ
ん
を
会
長

に
選
出
し
た
後
、
本
市
の
農
産
物
流
通
の

現
状
把
握
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

事
務
局
（
市
役
所
農
政
課
）
が
農
家
数

の
推
移
な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
を
説
明
。
ま

た
、
意
識
調
査
結
果
を
基
に
、「
学
校
給
食

や
保
育
所
で
地
物
を
積
極
的
に
使
っ
て
ほ

し
い
」「
規
格
外
品
の
販
売
ル
ー
ト
（
地
域

に
回
せ
る
仕
組
み
な
ど
）
が
ほ
し
い
」
と

い
う
生
産
者
の
声
や
「
地
元
農
家
を
ま
と

め
る
窓
口
が
必
要
」「
京
丹
後
産
品
は
、
地

元
に
流
通
さ
せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
消
費
者
の
意
見
を
紹
介
し
ま

し
た
。 

 

意
見
交
換
で
は
、（
社
）
日
本
居
酒
屋
協

会
事
務
局
長
の
辻
口
智
さ
ん
が
、「
ブ
ラ
ン

ド
化
や
差
別
化
は
永
遠
の
課
題
」
と
強
調
。

全
国
の
成
功
例
を
上
げ
、「
京
丹
後
の
農
産

物
は
ア
イ
デ
ア
次
第
で
絶
対
に
売
れ
る
。

他
と
は
違
う
視
点
で
販
売
戦
略
を
考
え
る

こ
と
も
大
切
」
と
提
言
し
ま
し
た
。 

 

他
の
委
員
か
ら
も
「
〝
地
産
地
消
〞
だ
け

で
は
戦
略
と
し
て
弱
い
」「
地
域
ブ
ラ
ン
ド

育
成
の
た
め
に
は
、
長
期
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。 

ひ
ろ 

こ 

消
防
出
初
式
に
団
員
ら
８
０
０
人
　 

防
火
・
防
災
へ
の
誓
い
新
た
に 

消防 

21
年
度
「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
実
施
状
況
 

評
価
委
が
２
病
院
の
黒
字
を
評
価 

医療 

シ
ル
ク
の
ま
ち
づ
く
り
市
区
町
村
協
議
会 

多
角
的
な
連
携
へ 

情
報
誌
創
刊 

産業 

丹
後
・
但
馬
の
発
展
へ
意
見
交
換 

豊
岡
市
と
共
通
課
題
を
解
決 

広域連携 

次
期
地
域
福
祉
計
画
な
ど
の
策
定
を
諮
問 

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
の
会
長
に
細
野
耕
一
さ
ん
 

福祉 

〝
顔
が
見
え
る
流
通
〞
で
収
益
増
へ 

「
市
農
産
物
流
通
戦
略
会
議
」
が
発
足
 

農政 
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簡
易
水
道
料
金
（
簡
易
給
水
施
設
お
よ
び
飲
料
水
供
給
施
設
の
料
金
を
含

む
）
を
４
月
の
徴
収
料
金
（
３
月
使
用
分
）
か
ら
改
定
し
ま
す
。 

　
安
心
・
安
全
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
、
事
業
特
別
会
計
の

収
支
状
況
を
見
据
え
て
、
経
営
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
行
う
も
の

で
、
先
の
12
月
定
例
市
議
会
で
改
正
条
例
案
が
可
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　 　
今
年
の
４
月
か
ら
水
道
料
金
が
改
定
さ

れ
る
区
域
は
、
下
の
表
１
の
と
お
り
弥
栄

町
と
久
美
浜
町
の
全
域
の
ほ
か
、
上
水
道

給
水
区
域
以
外
の
給
水
区
域
で
す
。 

　
な
お
、
給
水
区
域
内
の
定
額
料
金
対
象

区
域
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。 

 

　 

 

　
定
額
区
域
以
外
の
料
金
改
定
で
は
、
５

立
方
㍍
ま
で
の
基
本
料
金
が
１
０
０
円
ア

ッ
プ
の
９
０
０
円
で
、
超
過
料
金
は
、
水
量

に
応
じ
て
１
立
方
㍍
当
た
り
20
円
ア
ッ
プ

の
１
６
０
〜
２
０
０
円
と
な
り
ま
す（
表
２
）。

　
１
ケ
月
に
23
立
方
㍍
を
使
用
し
た
と
す

る
場
合
（
平
均
的
な
使
用
の
場
合
）、
メ
ー

タ
ー
利
用
料
込
み
で
、
現
行
で
３
３
７
０

円
が
改
定
後
は
３
８
３
０
円
と
な
り
、
４

６
０
円
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

　 

 

　
今
回
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
５

月
に
「
簡
易
水
道
事
業
の
経
営
改
善
の
た

め
の
利
用
者
負
担
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

市
長
か
ら
京
丹
後
市
上
下
水
道
事
業
審
議

会
に
諮
問
。
同
年
７
月
に
「
簡
易
水
道
料
金

の
値
上
げ
は
や
む
を
得
ず
、
上
水
道
料
金

と
同
額
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の

答
申
を
受
け
ま
し
た
。 

　
市
で
は
簡
易
水
道
料
金
の
関
係
条
例
改

定
案
を
昨
年
９
月
定
例
市
議
会
に
提
案
。

同
年
12
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 

 

　 　
市
で
は
、
安
全
で
安
定
し
た
水
道
水
の

供
給
の
た
め
に
、
３
年
ご
と
に
料
金
を
見

直
す
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
経
費
削
減
や
未
収
料
金
対
策
に

取
り
組
み
、
効
率
的
な
経
営
体
制
の
確
立

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

12
月
議
会
で
改
定
案
可
決 

３
年
ご
と
に
料
金
見
直
し
を
検
討 

※改定料金は上水道料金と同額です。 

上下水道部　普及推進・料金課からのお願い 

水道管の凍結にご注意ください。 

　屋外で露出している水道管は、寒くなると

配管内の水が凍結して、水が出なくなったり

破損したりすることがあります。 

　水道管を保温材で覆うなどの防寒対策を行

うことにより破損などを防止することができ

ます。 

　漏水は、はじめのうちはわずかでも、日ごと

に多くなり、料金も次第に高額になっていき

ます。漏水による無駄な料金負担を避けるた

めにも、漏水の早期発見・早期修理が大切です。

月に一度は水道メーターを確認し、漏水がな

いか点検してください。 

　漏水していることがわかったときは、市内

の指定給水装置工事事業者へ連絡し、修理し

てください。 

　上下水道部では、定期的に水道メーターの

検針を行っています。 

　水道メータの検針作業を効率よく行うため、

次の事柄についてご協力をお願いします。 

◆　水道メーターのボックス上に検針の妨げになるようなものを置かないでください。 

◆　飼い犬は、できる限りメーターボックスから離しておつなぎください。 

◆　水道メーターのボックス内に泥や雨水などが入らないようにしてください。 

月に一度は水道メーターを確認し、漏水がないか点検してください。 

水道メーターの検針作業に 
ご協力をお願いします。 

お問い合わせ先　上下水道部　普及推進・料金課　蕁69-0540

水道メーター上面 

　宅内の蛇口をすべて止めているにもかかわら
ず、水道メーターのパイロットマークが回ってい
るときは、漏水している可能性があります。 
　修理は市内の指定給水装置工事事業者へご依
頼ください。なお、宅内（敷地内）の修理は、使用者
のご負担となります。 

ここを確認！ 

市上下水道事業審議会から答申 

「簡易水道事業（久美浜）の統合は妥当」 

　久美浜町内の簡易水道事業は、施設の老朽化や経営の効率化などの

課題があります。課題を解決するために、市は、事業の統合について昨

年12月、市上下水道事業審議会に「久美浜北部簡易水道事業（神野、湊

地区）と久美浜西部簡易水道事業（久美浜、河内、神谷、河梨、奥馬地、三

谷、甲坂地区）の創設」について諮問。今年1月7日、「両事業の創設は妥

当」との答申を受けました。 

　今後、3月の定例市議会に関係条例の改正案を提出し、新たな簡易水

道の創設に必要な認可を国から得ることとしています。 
高野繁一会長（中央）と幾田章宏副会長（右） 
から中山市長に答申書が渡されました。 
　　　　　　　　　　　（1月7日、市役所で） 

おお 

料金改定区域 

今
年
４
月
の
徴
収
料
金（
３
月
使
用
分
）か
ら 

料
金
が
改
定
さ
れ
る
区
域 

月
平
均
４
６
０
円
の
ア
ッ
プ 

高橋、公庄、郷、生野内、木津連合区、 
浜詰、塩江、磯 

給水区域 

奥大野、上常吉、下常吉、三重、 
森本、五十河、延利、久住、明田 

成願寺、徳光、岩木、是安、吉永、 
矢畑、竹野、筆石、乗原、此代、平、 
中野、井谷、遠下、袖志、尾和、 
中浜、久僧、上野、谷内　（※簡易水道のみ） 

表1

基本料金 
800円 

現行料金 

現行料金 

基本水量 
5mまで 

3

（1）基本料金（月額・税込）　※定額料金対象区域を除く 

超過料金 水　　量 

180円 
170円 
160円 
150円 3 3

31m ～ 50m
3 3

51m ～100m
101m ～200m

3

3

3

6m ～ 30m
3 3

140円 

（2）超過料金（月額１mにつき・税込）　※定額料金対象区域を除く 

基本料金 
900円 

改定料金 

超過料金 
160円 

200円 
190円 
180円 
170円 

改定料金 

3

月額使用料 
900円 

改定料金 
月額使用料 
800円 

現行料金 

蜷峰山町：茂地、大成 
蜷弥栄町：堀越（等楽寺） 
蜷久美浜町：神谷、奥馬地、甲坂、河内 

定額料金の対象区域 

表2 料金改定内容（水道メータ） 

茂地、大成 

簡
易
水
道
の
料
金
を
改
定
し
ま
す 
・
・
・
・

・
・
・
・ 

事
業
の
経
営
改
善
に
向
け
て 

表3 定額料金対象区域の料金改定内容 

網 野 町  

大 宮 町  

峰 山 町  

丹 後 町  

久美浜町 全域 
弥 栄 町  全域 

201m 以上 

漏水の調べ方 

3月議会に条例改正案上程へ 
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ガイド 

総歳出額（A） 

①人件費（21年度一般会計決算） ②一般会計職員給与費（22年度当初予算） 

人件費（B） 人件費率（B/A） 

352億4,406万円 

※職員給与のほか、特別職・議員に支給される給与・報酬を含む。 

54億8,463万円 26億6,414万円 

595万円 

5億5,441万円 

9億9,673万円 

15.60%

京丹後市 

③ラスパイレス指数（一般行政職・22年4月1日現在） 

府内市平均 京都府 

93.6 97.2 99.3

①期末手当・勤勉手当（22年度） 

①特別職の給料または報酬（22年度） 

■第2次定員適正化計画（22年3月策定） 

■これまでの職員数の推移（市政施行時～22年） 

京丹後市 京都府・国 

期末手当 

※給料月額を基礎額とする。 
※職制上の段階や職務の級などによる加算措置あり。 

2.60月分 

勤勉手当 1.35月分 
本市と同じ 

③その他の主な手当（22年度） 

課長補佐級以上の職員に支給 管理職手当 

扶養手当 ■配偶者 

通勤手当 

住居手当 借家の家賃に応じて支給 上限2万7,000円 

■配偶者以外 

1万3,000円 

6,500円 

■公共交通機関利用者 

■自動車等利用者 

■併用者 

上限5万5,000円 

上限5万5,000円 

片道2㎞以上3,000円、1㎞増すごとに 
600円加算（上限2万4,500円） 

②退職手当（22年度） 

京丹後市 京都府・国 

勤続20年 
25年 
30年 
35年 

最高限度額 
※定年前早期退職特例による加算措置あり。 

自己都合 勧奨・定年 
23.50月分 
33.50月分 
41.50月分 
47.50月分 
59.28月分 

30.55月分 
41.34月分 
50.70月分 
59.28月分 
59.28月分 

本市と同じ 

③経験年数別・学歴別平均給料月額（一般行政職・22年4月1日現在） 

一般行政職の級別職員数 
（22年4月1日現在） 

①職員の平均年齢、平均給与月額など（22年4月1日現在） 
■一般行政職 

平均給料月額 平均給与月額 

京丹後市 

京都府 

32万4,700円 

35万3,854円 

平均年齢 

43.8歳 

44.9歳 

42万2,600円 

44万0,288円 

②職員の初任給（22年4月1日現在） 
■一般行政職 

■技能労務職 

平均給料月額 平均給与月額 

京丹後市 

京都府 

30万3,400円 

35万8,554円 

平均年齢 

48.7歳 

52.1歳 

32万3,100円 

41万7,316円 

※給与月額…給料月額にすべての諸手当を合計したもの。 

京都府 国 

27万7,400円 

京丹後市 経験年数 

26万6,600円 大学卒 
高校卒 

高校卒 

高校卒 

高校卒 

高校卒 

高校卒 

28万2,703円 

32万6,100円 30万1,200円 大学卒 33万8,149円 

37万7,200円 34万8,300円 大学卒 38万7,101円 

40万5,700円 38万0,900円 大学卒 41万8,266円 

43万2,100円 41万2,000円 大学卒 43万3,507円 

45万9,800円 42万5,500円 大学卒 

10年以上 
　15年未満 

15年以上 
　20年未満 

20年以上 
　25年未満 

25年以上 
　30年未満 

30年以上 
　35年未満 

35年以上 
44万3,737円 

23万1,800円 22万7,500円 23万4,218円 

28万8,700円 27万0,000円 28万3,945円 

32万8,200円 30万2,200円 33万0,582円 

37万7,900円 34万5,900円 37万1,848円 

39万8,900円 37万5,000円 40万0,123円 

42万8,500円 40万2,100円 42万5,517円 

京都府 国 

17万8,800円 

14万4,500円 

京丹後市 

17万2,200円 

14万0,100円 

大学卒 

高校卒 

17万2,200円 

14万0,100円 

■技能労務職 

京都府 国 

14万2,300円 

京丹後市 

14万0,100円 高校卒 14万0,100円 

給料月額の5%～25%

定期代相当分を支給 

※配偶者がいない場合1人のみ1万1,000円 
※満16歳になる年度の4月から満22歳になる
年度の3月までの子1人につき5,000円加算 

その他の 
手当 

計（B） 

給料 

職員数（A） 

1人当たり 
給与費（B/A） 

709人 

期末・勤勉 
手当 

42億1,528万円 

※ラスパイレス指数…国家公務員の給与水準を100とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数。本市は府内26市町村中18位。 

※府内市平均は、京都市を除く値。 

給
与
費 

1級 

区分 

計 

主事・技師 

職名 人数 構成比 

21人 5.0%

2級 13人 3.1%

3級 主任・主任技師 240人 57.4%

4級 課長補佐など 76人 18.2%

5級 課長・市民局長など 55人 13.2%

6級 部長・会計管理者など 13人 3.1%

418人 100%

　市職員の給料は、市の給与条例に基づく
給料表により決定されます。一般行政職の
給料表は職務内容によって6つの級に区分
されています。 

定員適正化計画の数値目標と進行状況 

　市は平成17年に「定員適正化計画」を策定し、職員数
の削減に取り組んできました。平成22年4月1日現在の
職員数は市制施行時（16年4月1日）の962人と比べ189
人減の773人。今後は、22年策定の「第2次定員適正化
計画」に基づき、27年4月1日に職員数717人とするこ
とを目指し取り組みを進めていきます。 給料等月額 

市長 

一般行政 

部門 
H22 H23 H24 H25 H26 H27

505 495 482 474 468 461

191 184 183 185 179 181

79 78 78 77 76 75

775 757 743 736 723 717

― 

職員数（各年4月1日現在） 

教育・消防 

公営企業等 

総合計 

対前年比 

79万2,000円（88万円） 

副市長 

教育長 

議長 

副議長 

議員 

67万4,500円（71万円） 

60万8,000円（64万円） 

1679万0,400円 

849万8,700円 

656万6,400円 

45万0,000円 

40万0,000円 

38万0,000円 

期末手当 

算定方式 1期の手当額 

給料月額 

※加算措置あり 

②特別職の退職手当（22年度） 

市長 給料月額×在職年数×5.30

副市長 

教育長 

給料月額×在職年数×3.15

給料月額×在職年数×2.70

※1期の手当額は、22年4月1日現在の給料月額および支給率に基
づき、1期（4年）勤めた場合の見込み額。 
※任期ごとに支給。 

※市長は10%、副市長・教育長は5%給料をカット。かっこ内は減額
前。 

2.95月分 

18 14 7 13 6

一般行政 

部門 
H16

625

233

104

962

H17

620

229

98

947

― 

職員数（各年4月1日現在） 

教育・消防 

公営企業等 

総合計 

対前年比 15

H18

590

225

97

912

35

H19

561

214

90

865

47

H20

529

204

87

820

45

H21

519

197

79

795

25

H22

505

188

80

773

22

※医療職給料表適用職員を除いた人数。 （単位：人） 

（単位：人） 

1.人件費の状況 3.職員手当 

4.特別職の給料など 

2.平均給与月額、初任給など 
京都府職員の１人当たり給与費 
（21年度一般会計決算） 

751万円 

京丹後市職員の給料などについて、そのあらましをお知らせします。なお、ここで紹介する給与などはすべて
税や保険料を差し引く前の額で、いわゆる手取り額ではありません。 
参考資料：「平成22年度地方公務員給与実態調査」ほか 

42億 
1,528万円 

その他のその他の 
手当手当 

（13.2%） 

給料給料 
（63.2%） 

期末期末 
勤勉勤勉 
手当手当 

（23.6%） 

その他の 
手当 

（13.2%） 

給料 
（63.2%） 

期末 
勤勉 
手当 

（23.6%） 

参 考 

参 考 

参 考 

給与費 

お知らせします　職員の給与状況 お知らせします　職員の給与状況 お知らせします　職員の給与状況 お知らせします　職員の給与状況 
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宮津天橋立IC～与謝天橋立IC

3
月
12
日
（
土
）
午
後
3
時
〜 

通行料金無料 

与謝天橋立IC付近の航空写真（宮津市須津・平成20年4月撮影） 

ざ 

よ 

　
宮
津
市
か
ら
鳥
取
県
鳥
取
市
ま
で
を
結

ぶ
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」
と
し
て
平

成
６
年
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
、

宮
津
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
（
宮
津
市
喜
多
）
か
ら
与

謝
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
（
宮
津
市
須
津
）
ま
で
の
６
・

４
㌔
区
間
が
、
３
月
12
日
午
後
３
時
に
開

通
し
ま
す
。 

　
道
路
名
は
「
宮
津
与
謝
道
路
」
で
、
通
行

料
金
は
無
料
。
開
通
に
よ
っ
て
京
都
市
内

か
ら
京
丹
後
市
ま
で
の
所
要
時
間
が
約
８

分
の
短
縮
（
１
４
３
分
↓
１
３
５
分
）
と
な

る
ほ
か
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
な
ど
に
発
生

す
る
宮
津
市
街
地
の
交
通
渋
滞
が
解
消
さ

れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
宮
津
与
謝
道
路
の
開
通
に
よ
り
、

３
月
末
に
は
府
内
の
高
速
道
路
建
設
計
画
の

約
７
割
が
完
成
と
な
り
ま
す
。 

　
与
謝
天
橋
立
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
宮
町
森
本
の

大
宮
森
本
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
ま
で
の
通
称
「
野

田
川
大
宮
道
路
」
４
・
３
㌔
区
間
は
、
平
成

20
年
代
半
ば
の
完
成
を
目
指
し
て
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 （財）丹後地域地場産業振興センター（蕁72-5261） 

市建設部管理課（蕁69-0510） 

京
都
府
道
路
公
社
管
理
事
務
所 

（
蕁
０
７
７
３-

８
３-

０
０
７
４
） 

　
市
は
、
京
丹
後
市
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け
２
月
７

日
、
臨
時
市
議
会
で
、
現
在
、
市
内
に
27
あ
る
保
育
所
を
16
に
減
ら
す

こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
案
を
提
案
し
ま
し
た
。 

峰山町 

大宮町 

網野町 

弥栄町 

丹後町 

久美浜町 

1

1

1

1

1

1

2 2

2

2

2

2

3
3

3

3

3

4

4

4

4

4
5

5

5

5

6

（
位
置
は
お
お
よ
そ
の
も
の
で
す
） 

大宮町 

縡 　大宮南保育所 

縒 ●  口大野保育所 

縱 ●  河辺保育所 

縟 ●  善王寺保育所 

丹後町 

縡 　丹後保育所 

縒 　宇川保育所 

弥栄町 
縡 ●  和田野保育所 

縒 ●  鳥取保育所 

縱 ●  黒部保育所 

縟 ●  溝谷保育所 

縉 ●  吉野保育所 

峰山町 

縡 　峰山保育所　 

縒 ●  吉原保育所　 

縱 　五箇保育所　 

網野町 

縡 　網野保育所 

縒 　網野みなみ保育所 

縱 　浅茂川保育所 

縟 ●  島津保育所 

縉 　たちばな保育所 

久美浜町 
縡 　 久美浜保育所 

縒 ●   湊保育所 

縱 ●  神野保育所 

縟 ●  田村保育所 

縉 　こうりゅう保育所 

市
立
保
育
所
位
置
図 

①
耐
震
化
方
針
を
受
け
て
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
計
画 

②
幼
保
一
体
化
・
一
元
化
の
運
営 

③
民
間
事
業
者
に
よ
る
保
育
運
営 

２
月
臨
時
議
会
に
上
程 

平
成
23
年
２
月
１
日
現
在 

●      再編整備の対象施設 
●     耐震化整備の対象施設 

　
平
成
18
年
10
月
に
策
定
し
た

市
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画
の

計
画
期
間
が
今
年
度
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。
こ
の
た
め
同
推
進

計
画
を
見
直
し
、
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
て
、
耐
震
化
方
針
と
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
整
備

と
保
育
環
境
の
整
備
を
行
う
た

め
に
、
平
成
23
か
ら
27
年
度
ま

で
の
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。 

　
昨
年
４
月
、
市
は
、
子
ど
も
未

来
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
（
蒲
田
淳

会
長
）
に
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
諮
問
。
1
月
27
日
の
答
申
に

基
づ
き
、
市
議
会
に
提
案
し
た
も

の
で
す
。 

　
見
直
し
計
画
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

                           

         【
峰
山
地
域
】 

▼
吉
原
、
長
岡
、
新
山
、
丹
波

保
育
所
を
統
合
し
て
町
内

適
地
に
新
設 

※
峰
山
、
五
箇
保
育
所
は
整
備

な
し 

 

【
大
宮
地
域
】 

▼
口
大
野
、
河
辺
、
善
王
寺
を

統
合
し
て
平
成
24
年
４
月

に
（
仮
称
）
大
宮
北
保
育
所

を
新
設 

※
大
宮
南
保
育
所
は
整
備
な
し 

 

【
網
野
地
域
】 

▼
島
津
保
育
所
は
耐
震
補
強

を
施
工 

※
５
保
育
所
は
整
備
な
し 

 

【
丹
後
地
域
】 

▼
２
保
育
所
は
整
備
な
し 

 

【
弥
栄
地
域
】 

▼
和
田
野
、鳥
取
、黒
部
、溝
谷
、

吉
野
保
育
所
を
統
合
し
て

町
内
適
地
に
新
設 

 

【
久
美
浜
地
域
】 

▼
湊
、
神
野
、
田
村
保
育
所
を

統
合
し
て
町
内
適
地
に
新

設 

※
久
美
浜
、
こ
う
り
ゅ
う
保
育

所
は
整
備
な
し 

  
　
３
歳
以
上
児
に
対
す
る
教

育
と
保
育
の
提
供
の
体
制
を

確
立
し
ま
す
。
対
象
は
大
宮
南
、

統
合
後
の
保
育
所
。 

 

 

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

弾
力
的
に
対
応
し
雇
用
機
会

の
創
出
の
た
め
、
多
様
な
事
業

主
体
の
参
入
を
検
討
し
ま
す
。 

耐
震
化
と
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応 

… 
… 

縟 ●  長岡保育所 

縉 ●  新山保育所 

縋 ●  丹波保育所 

（
位
置
は
お
お
よ
そ
の
も
の
で
す
） 

市
立
保
育
所
位
置
図 

平
成
23
年
２
月
１
日
現
在 

縟 ●  長岡保育所 

縉 ●  新山保育所 

縋 ●  丹波保育所 

宮
津
与
謝
道
路

宮
津
与
謝
道
路 

い
よ
い
よ
開
通

い
よ
い
よ
開
通 

鳥
取
豊
岡
宮
津

鳥
取
豊
岡
宮
津 

自
動
車
道

自
動
車
道 

国道176号 
至 宮津天橋立IC

至 宮津市街地 

至 京丹後市 

与謝天橋立IC 宮
津
与
謝
道
路 

い
よ
い
よ
開
通 

鳥
取
豊
岡
宮
津 

自
動
車
道 

宮津与謝道路宮津与謝道路 宮津与謝道路 鳥取豊岡宮津自動車道鳥取豊岡宮津自動車道 鳥取豊岡宮津自動車道 

※
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
）
を
搭

載
し
て
い
な
い
車
は
、
通
行
の
際
必
ず
通
行

券
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
２

月
25
日
発
行
の
「
き
ょ
う
た
ん
ご
お
し
ら
せ

版
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

宮津与謝道路開通記念プレイベント 

「丹後歴史街道市町村交流まつり」が開催されます 

日時 3月6日（日） 10:30～（雨天決行） 

場所 与謝天橋立IC付近の高速道路上（宮津市須津） 

内容 ○府北部最長「地蔵トンネル」などをウォーキング 
○近隣市町村の特産品を販売 

参加無料 

京
都
縦
貫
自
動
車
道
 

舞鶴
若狭
自動
車道
 

綾部JCT

京丹後市役所 

宮津与謝道路開通準備に伴う夜間通行止め 

宮津天橋立IC 
～舞鶴大江IC

午後8時～翌午前6時 
午後8時～翌午前6時 

2月28日（月）～3月4日（金） 
3月7日（月）～3月11日（金） 

京都縦貫自動車道 

与謝天橋立 IC

宮津天橋立 IC

保
育
所
の
再
編
計
画
（
案
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

５
年
間
で
27
か
ら
16
に
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見にきてね！ 

第13回峰高展 

2月19日（土） 
　　20日（日） 

10:00～16:00 
10:00～15:00

峰山高等学校（峰山町古殿） 
第一体育館 

　美術部員たちが描いた作品は「第13回峰
高展」で展示されます。部員たちの努力と日
本画の美しさを、あなたの目で確認してみ
ませんか？ 

「岩絵の具の美しさの先にあるもの― 
それを感じとって、自分を見つめ直すきっかけにしてほしい」 

と　き： 

ところ： 

府立峰山高等学校（蕁62-1012） 

　　色を塗り重ねる部員たち　　京都市内の日
本画材専門店で岩絵の具を品定め。種類の多さに
びっくり　　　淺田さんの指導を受ける部員た
ち　　膠とミョウバンを混ぜ合わせて「どうさ」
をつくる。絵の具のにじみを防ぐなど、さまざま
な効果がある　　「胡粉（ごふん）」に膠を混ぜ練
り合わせる。白の絵の具の代表格だ　　これが岩
絵の具。膠で溶いて使う　　色分けされた岩絵の
具。さまざまな岩石を砕いてつくられる。非常に
高価で貴重なものが多く、高いもので10グラム
5,000円　　　色を重ね、深みを出していく。細か
いところまで気が抜けない　　溶いた胡粉を画
面に塗る。絵の具のはがれを防ぎ、発色を良くす
る効果がある 

に
か
わ 

あ
つ 

し 

い
わ 

あ
さ 

だ 

く 

き 

こ 

え 

ぐ （淺田さん） 

真剣な表情でキャンバスに向かう部員たち 

　
京
都
府
が
進
め
る
、
文
化
の
力

を
育
む
事
業
「
京
育
」
の
一
環
。

同
校
で
の
実
施
は
昨
年
に
続
き

２
年
目
と
な
る
。 

　
部
員
は
、
昨
年
９
月
か
ら
18
回

に
わ
た
り
淺
田
さ
ん
か
ら
手
ほ

ど
き
を
受
け
て
き
た
。「
自
分
の

思
い
描
く
絵
を
、
自
然
の
色
で
表

現
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
色
の
先
に

見
え
る
も
の
を
感
じ
と
っ
て
、
自

分
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
淺
田
さ
ん

は
言
う
。 

　
９
月
初
旬
、
部
員
は
ま
ず
、
果

物
や
野
菜
、
花
な
ど
身
の
回
り
の

も
の
を
ス
ケ
ッ
チ
。
淺
田
さ
ん
と

構
図
の
相
談
を
重
ね
な
が
ら
、
下

絵
を
つ
く
り
あ
げ
た
。 

　
絵
の
具
の
に
じ
み
を
防
ぐ
た

め
に
キ
ャ
ン
バ
ス
に「
ど
う
さ
」（
膠

と
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
混
ぜ
合
わ
せ

た
も
の
）
を
ひ
い
た
り
、
キ
ャ
ン

バ
ス
に
写
し
た
下
絵
に
薄
墨
を

塗
っ
て
陰
影
を
つ
け
た
り
。
数
々

の
工
程
を
経
て
、
12
月
下
旬
、
日

本
画
独
特
の
画
材
「
岩
絵
の
具
」

を
使
っ
て
の
彩
色
に
着
手
し
た
。 

　
鮮
や
か
な
発
色
に
、
驚
き
と
感

動
が
入
り
混
じ
っ
た
声
が
上
が
る
。

何
度
も
何
度
も
キ
ャ
ン
バ
ス
に

絵
の
具
を
塗
り
重
ね
、
色
に
深
み

を
つ
け
て
い
っ
た
。 

　
部
長
の
沖
佐
々
木
篤
史
君
（
２

年
）
は
「
日
本
画
に
は
、
独
特
の

〝
奥
行
き
〞
が
あ
る
。
油
絵
な
ど

と
比
べ
て
す
ご
く
手
間
が
か
か

る
が
、
そ
の
分
、
完
成
し
た
と
き

の
喜
び
は
大
き
い
」
と
話
す
。 

　
今
日
の
若
者
に
と
っ
て
、
古
来

受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
の
伝
統
・

文
化
に
触
れ
る
機
会
は
少
な
い
。

今
回
の
経
験
は
、
部
員
た
ち
に
と

っ
て
、
自
分
の
足
下
を
再
認
識
す

る
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

―
今
年
は
、「
京

都
国
民
文
化
祭
」
の
年
だ
。 

13
人
が
日
本
の
伝
統
や
文
化
に
触
れ
る 

　「
日
本
画
」
は
、〝
岩
絵
の
具
〞
や
〝
膠
〞
な
ど
、
古
来
伝
わ
る
天

然
の
画
材
を
用
い
、
自
然
の
豊
か
な
表
情
を
色
鮮
や
か
に
描
き

出
す
絵
画
だ
。
こ
の
ほ
ど
、
峰
山
高
等
学
校
美
術
部
員
13
人
が
、

久
美
浜
町
甲
山
在
住
の
日
本
画
家
・
淺
田
規
久
子
さ
ん
に
弟
子

入
り
。
約
５
カ
月
か
け
て
、
思
い
思
い
の
作
品
を
完
成
さ
せ
た
。 

峰
山
高
美
術
部
日
本
画
に
挑
戦

峰
山
高
美
術
部
日
本
画
に
挑
戦 

峰
山
高
美
術
部 

日
本
画 

に
挑
戦 
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お
年
寄
り
た
ち
茶
会
楽
し
む 

父
・
靖
紀
さ
ん
と
一
緒
に
た
こ
作
り
に
挑
戦
す
る
大
明
君
（
弥
栄
地
域
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
） 

　大宮第三小学校（大宮町）で昨年12月
24日、農業体験学習で米作りなどを指導
してもらった地元住民に感謝の気持ちを
伝える「交流会」が開かれました。「田舎
体験工房『季楽里』」（同町明田）の由利
進代表たち6人を招き、5、6年生14人が
学校菜園で収穫したサツマイモを使った
手作りのスイートポテトや蒸しパンでも
てなし、感謝の気持ちを伝えました。 
 児童たちは昨年、由利さんたちの手ほ
どきを受けながら野菜や米作り、餅つき
などを体験。「米作りの苦労を知り、残さ
ずに味わって食べたいと思った」などと、
体験を通じて感じたことや思い出を一人
ひとりが発表しました。 
　由利さんたちはお返しに、児童が稲刈
りや餅つき体験をしている時の写真を張っ
た竹製の鉛筆立てをプレゼント。由利さ
んが「一人ひとりの力を寄せれば大きな
力になる。遊びや勉強もみんなで協力し
合ってください」と語り掛けました。 
 由利さんたちは全校児童45人との交流給
食にも参加し、児童と親交を深めていました。 

　「みねやま子ども囲碁大会」が1月22日、新山地区公
民館（峰山町）で開催され、同町内の小学生が日ごろ鍛
えた腕前を競いました。 
　「地区外の子どもとの対局を通して、囲碁の楽しさや
良さを体得してもらおう」と、同町公民館連絡協議会（田
中顴久会長）が4年前から開いている大会。各地区公民
館の「子ども囲碁教室」の生徒など35人が参加し、真
剣な面持ちで碁盤をにらみ、熱戦を繰り広げました。 
　1人5局の総合成績で競い、低学年（1～3年生）の部
は田中雄真君（同町新治）が、高学年（4～6年生）の部
は寺田朋可さん（同町室）がそれぞれ優勝しました。 

　「新春親子でたこ作りたこあげ教室」が
1月15日、弥栄地域公民館（弥栄町）で開
催されました。 
 「たこ作りを通して、ものづくりを楽し
む心と親子の絆を育てよう」と弥栄町青
少年をそだてる会（森重俊会長）が毎年
開催。地域の親子連れなど62人が夢中で
たこ作りに挑み、日本古来からの遊びを
体験しました。 
　子どもたちは、四角形やひし形に切っ
た障子紙にアニメのキャラクターなど思
い思いの絵を描写。竹ひごやたこ糸を大
人の手を借りながら取り付け、オリジナ
ルのたこを作り上げていきました。 
 父親と参加した同町鳥取の田辺大明君（4）
は、特撮ヒーロー「仮面ライダーオーズ」
をデザイン。「お父さんとたこ揚げをした
い」と真剣な表情でたこ糸を取り付けて
いました（＝写真）。 
 この日はあいにくの空模様となり、たこ
揚げは中止となってしまいましたが、地元
の女性グループ「ウインズやさか野」（今西
茅織代表）によるぜんざいの振る舞いもあり、
参加者たちは新春気分を満喫していました。 

由
利
さ
ん
（
左
）
た
ち
に
農
業
体
験
の
感
想
や
思

い
出
を
発
表
す
る
児
童
た
ち
（
大
宮
第
三
小
で
） 

お
年
寄
り
た
ち
が
高
校
生
の
お
点
前
を
楽
し
ん
だ
「
新

春
茶
会
」（
丹
後
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
） 

　「第21回丹後町少年少女意見発表大会」（市教育委員
会主催）が1月15日、丹後地域公民館（丹後町）で開かれ、
同町の小中学生12人が自分自身や友人、ふるさとなど
について感じたり考えたりしたことを発表しました。 
　宇川小学校5年生の大下真優さんのテーマは「私の友達」。
悲しいとき悔しいときに励ましてくれ、うれしいときに
は一緒に喜んでくれるというクラスの仲間について話し、
「私にとって、なくてはならない存在。友達といっぱい笑っ
ていっぱい泣いて、大事にします」と締めくくりました。 
　また、「私たちの住む町」と題し発表した間人中学校
2年生の中村杏梨さんは、町の自慢である海がごみで
汚れていると指摘し、浜清掃など美化運動を提案。「間
人の海を守るのは私たち」と力を込めました。 真剣な表情で書き初めに取り組む児童たち（川上小体育館で） 

　市内の各小中学校で3学期がスタート
した1月7日、川上小学校（久美浜町）で
恒例の書き初め大会が行われました。元
気に登校した全校児童53人が、新年への
思いを新たにそれぞれの課題を書き上げ
ました。 
 体育館では、3～6年生の39人が「白い
はと」「希望の春」など、学年別の課題に
挑戦。横に置いた手本と見比べ、「止め」
や「はね」などに注意しながら、真剣な表
情で筆を走らせていました。 
　昨年12月、宮津高等学校（芸術科書道）
の武智克彦教諭から書き方の指導を受け
たという5、6年生は、力強い書でその成
果を発揮。「うまく書けた。書道は大好き」
と笑顔で話していました。 
　児童の作品は、1月12日から14日まで、
校内書き初め展で展示されました。 

き ら り あけ だ 

　網野高等学校茶道部の7人は1月6日、
高齢者総合福祉施設「丹後園」（網野
町木津）を訪れ、「新春茶会」を開きま
した。丹後園デイサービスを利用するお年寄り34人が
参加し、高校生がたてたお茶の味と香りを楽しみました。 
　同校で取り組むボランティア活動の一環。「正月の華
やいだ気分を味わってもらおう」と2年前から茶道部
員が訪問しています。 
　部員たちは、盆の上でお茶をたてる「盆略点前」を披
露。道具や手順を説明しながらお茶をたて、参加者た
ちに振る舞いました。 
　あるおばあちゃんは「楽しい時間を過ごさせてもらっ
た。また顔を見せて」とうれしそうに話していました。 

ち おり 

だい あ 

ゆ ま 

り あん 

真
剣
な
面
持
ち
で
対
局
す
る
子
ど
も
た
ち
（
新
山
地
区
公
民
館
で
） 

とも か 

のり ひさ

にんばり 

むろ 

ゆう ま 

ぼん りゃく 

かわ かみ 

か
わ 

か
み 

たけ ち 

たいざ 

て 

ま
え 

て まえ 

日
本
古
来
か
ら
の
遊
び
で
絆
育
む 

弥
栄
で
た
こ
作
り 

親
子
連
れ
な
ど
夢
中
に 

大
勢
の
地
域
住
民
ら
を
前
に
堂
々

と
意
見
を
発
表
す
る
児
童
た
ち
（
丹

後
地
域
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
） 

網
野
高
生
が
丹
後
園
で
お
点
前 

豆棋士たち盤上で熱戦繰り広げる 

 みねやま子ども囲碁大会に35人 

大
宮
第
三
小
児
童 

地
元
住
民
と
親
交
深
め
る 

12月24日 

1月22日 

1月6日 

1月15日 

農
業
体
験
指
導
に
手
作
り
お
菓
子
で
感
謝  

丹後町の小中学生12人が意見発表 

友人・ふるさとへの思い力込め 

久
美
浜
・
川
上
小
で
書
き
初
め
大
会 

1月7日 

児
童
53
人 

新
年
へ
の
思
い
新
た
に 

1月15日 
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市地域包括支援センター 

お問い合わせ先：健康推進課（蕁69-0350） 

お問い合わせ先：長寿福祉課（蕁69-0330） 

昨年12月、網野町で徘徊者捜索
訓練を実施。行方不明者の発生を
仮定し、市全域のSOSネットを
稼働して情報伝達訓練を行った 

本所　　　　（蕁 69-0330）丹後分室　　（蕁 69-0714） 
大宮分室　　（蕁 69-0712）弥栄分室　　（蕁 69-0715） 
網野分室　　（蕁 69-0713）久美浜分室　（蕁 69-0716） 

　丹後地域は、府内の肉用繁殖牛（肉
用牛を産む母牛）の約50％が飼育
されており、中丹・南丹地域への和
牛子牛の供給地として重要な役割
を担っています。 
　また、京丹後市を中心に酪農も営
まれており、合わせて約1,400頭の
牛が飼育されています。 

診療により家畜の健康を保つ（写真：体調を崩した牛を点滴注射で治療する様子） 

（本所は長寿福祉課内、そのほかは各町市民局内） 

はい かい 

「こころの健康相談日」次回の開催は 
3月7日（月）13：30～ 
場所は峰山総合福祉センターです。 
※参加希望のかたは事前にご予約ください。 

　ストレスの多い現代、悩み事や心配事は尽きません。悩みの原因がなかなか解決できないと、心に大き
な負担がかかり、うつ病などの心の病気を引き起こすことがあります。悩みは1人で抱え込まず、誰かに話
してみてください。心が軽くなり、解決のヒントを得られるかもしれません。悩みの種類に応じて専門の
相談機関がありますので、それらを利用するのもいいでしょう。 

　認知症は誰にでも起こりうる脳の病気で、85歳以上の4人に1人が発症するといわれています。発症す
ると、記憶の障害などから不安に陥り、日々の生活に支障が起こりやすくなります。しかし、周囲の理解と
気配りがあれば、地域で穏やかに暮らしていくことも十分に可能です。市は、認知症になっても安心して
暮らせる地域づくりに取り組んでいます。 

　私たちは周りの人に支えられながら生きています。 
　誰もが、「できる範囲で自分の力を役立てよう」と思
う気持ちと、「あの人に相談してもいいかな」という気
持ちの両方を持っています。お互いに支えあって生活
をしていくためには、この「自立」と「依存」のバランス
が大切です。 
　日ごろから身近な人同士、お互いに相談しあえる関
係づくりを大切にしたいですね。 
 
 
 
 

　「心の病気かもしれない。でも病院には行きづらい…」
そんな場合には、まずカウンセリングを受けてみては
いかがでしょうか。話を聞くプロに悩みや不安を打ち
明けることで、心がすっきりすることもあります。 
　市では、月1回臨床心理士によるカウンセリング「こ
ころの健康相談日」を実施しています。予約制ですので、
ご希望のかたは健康推進課にお申し込みください。詳
しい内容は「きょうたんごおしらせ版」をご覧ください。 
　「こんな悩みがあるんだけどどこに相談したらいい
だろう？」などのお問い合わせもお気軽にどうぞ。 

　
丹
後
家
畜
保
健
衛
生
所
（
与
謝
野
町
下
山
田
）
は
、
家
畜
を
病
気
か
ら
守
る
た
め

に
検
査
や
予
防
接
種
を
行
い
、
万
が
一
伝
染
病
が
発
生
し
た
と
き
に
は
ま
ん
延
を

防
ぎ
な
が
ら
原
因
の
究
明
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
畜
産
農
家
を
支
援
し
て
経
営

を
向
上
さ
せ
、
高
品
質
な
畜
産
物
が
皆
さ
ん
の
食
卓
に
届
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。 

京都府丹後家畜保健衛生所（蕁0772-43-1125） 
〈お問い合わせ先〉 

　認知症のかたが徘徊により行方不明になったとき少
しでも早く発見できるよう、市内に「徘徊SOSネット
ワーク（SOSネット）」を張り巡らせています。 
　SOSネットとは、介護保険事業所や社会福祉協議会

などを協力機関として、
行方不明者の情報を収
集するためのネットワ
ーク。市全域に旧町単
位で組織されており、
行方不明者の住む地域
で発見できない場合は、
隣接地域のSOSネット
に情報を求め早期発見
につなげます。 

　認知症を正しく理解し、
認知症のかたやその家
族を支えてくれる人を1
人でも多く増やそうと、
「認知症サポーター養成講座」が全国で取り組まれてい
ます。サポーターは全国で190万人以上。本市にも12
月末現在4,510人のサポーターがいます。 
　市でも、地域や職場、学校などを対象に講座を開催し
ています。「認知症について知りたい」というかたは、
下記窓口にお気軽にご相談ください。 

 

　
平
成
16
年
に
府
内
で
発
生
し
た
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ま
だ

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

後
も
発
生
は
続
き
、
昨
年
11
月
に
は

島
根
県
で
、
こ
の
１
月
末
に
は
宮
崎

県
で
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
全

国
で
野
鳥
か
ら
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
各

地
で
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
昨
年
４
月
に
は
宮
崎
県

で
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
農
家
は
風
評

被
害
な
ど
で
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
は
韓
国
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い

ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
伝
染
病
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
当
所
で
は
定
期
的
な
検
査
や

消
毒
指
導
、
予
防
接
種
な
ど
徹
底
し

た
防
疫
対
応
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

万
が
一
伝
染
病
が
発
生
し
た
と
き
は
、

農
場
の
封
鎖
や
感
染
し
た
家
畜
の
殺

処
分
な
ど
で
ま
ん
延
を
防
止
し
、
同

時
に
原
因
の
究
明
に
あ
た
り
ま
す
。 

　
当
所
で
は
こ
の
ほ
か
、
乳
用
牛
や

肉
用
牛
の
診
療
を
行
い
、
家
畜
の
健

康
管
理
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
人

間
と
同
じ
よ
う
に
、
家
畜
も
風
邪
を

ひ
い
た
り
お
腹
を
下
し
た
り
す
る
も

の
。
農
家
の
依
頼
を
受
け
て
診
療
を

実
施
し
家
畜
の
健
康
状
態
を
良
好
に

保
つ
こ
と
で
、
牛
乳
の
出
が
良
く
な

っ
た
り
肉
質
が
向
上
し
た
り
と
、
質

の
高
い
畜
産
物
の
供
給
に
つ
な
が
り

ま
す
。 

 

以
前
は
宮
津
市
と
伊
根
町
、
与
謝

野
町
の
家
畜
診
療
を
受
け
持
っ
て
い

ま
し
た
が
、
民
間
獣
医
師
の
減
少
な

ど
に
よ
り
受
け
持
ち
地
域
を
拡
大
。

昨
年
６
月
か
ら
京
丹
後
市
を
加
え
、

丹
後
２
市
２
町
全
域
を
担
当
し
て
い

ま
す
。 

    

1,400頭の牛が暮らす地域・丹後 1,400頭の牛が暮らす地域・丹後 

悩みを１人で抱え込んでいませんか？ 
話してください、あなたの悩み。 

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。 

京都府の 
ひろば 
Since 2008.09

京都府の 
ひろば 
Since 2008.09

徹
底
的
な
防
疫
と
診
療
。 

　
良
質
な
畜
産
物
は
健
康
な
家
畜
か
ら 

開催まであと 

261日 261日 

国民文化祭・京都2011

府
丹
後
家
畜
保
健
衛
生
所 

徹
底
し
た
防
疫
で 

　
伝
染
病
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト 

診
療
を
実
施
し
て 

　
家
畜
の
健
康
を
良
好
に
保
つ 

（2月10日現在） 

マスコットキャラクター 
PR隊長 「まゆまろ」 

身近な人同士で身近な人同士で「話ができる関係づくり」「話ができる関係づくり」 カウンセリングで心すっきりカウンセリングで心すっきり 身近な人同士で「話ができる関係づくり」 カウンセリングで心すっきり 

認知症になっても安心して暮らせる地域をつくろう 
皆さんの理解と気配りで、穏やかな暮らし。 

「SOSSOSネット」ネット」にご相談をにご相談を 「SOSネット」にご相談を 「認知症サポーター」「認知症サポーター」は市内には市内に4,510人 「認知症サポーター」は市内に4,510人 

長寿福祉課から 

与
謝
野
町
下
山
田 
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認 

　議員として昭和53年5月から12年

にわたり地域振興に尽力。平成11年

から10年間は（福）丹後視力障害者福

祉センターの要職を務め、視力障害

のあるかたへの支援を行うなど、そ

の功績が高く評価されました。 

安
達  

利
夫 

さ
ん 

あ
だ 

ち 

お
く 

だ 

と
し 

お 

（
丹
後
町
間
人
） 

（
網
野
町
網
野
） 【元公立小学校長】 【元網野町議会議員】 

し
ん
た
に 

弥栄町少年剣道教室 

　譛全日本剣道連盟が剣道の普及、

発展に貢献した団体などに贈る少

年剣道教育奨励賞に、弥栄町少年剣

道教室が選ばれました。 

　同教室は昭和45年に開設。毎週2日、

弥栄中学校柔剣道場で練習。教室生

は小・中学生合わせて25人。勝ち負

けにこだわらない楽しく学べる稽

古をモットーに活動しています。 

　開設時からの指導者である吉岡

教室長は、青少年剣道の普及、健全

育成に取り組んでいます。 

新
谷  

長
次
郎
さ
ん 

京都府統計功労者表彰 
京都府知事表彰 

　昭和35年から多年にわたり統

計調査に携わり、統計行政の推進

に貢献。統計調査への使命感を強

くもち、他の模範として活動する

など、これらの功績が高く評価さ

れました。 

（
弥
栄
町
和
田
野
） 【統計調査員】 

全日本剣道連盟 
少年剣道教育奨励賞 

【教室長：吉岡 治作さん】 
じ さく  よしおか  

叙　勲 
旭日単光章（地方自治功労） 

叙　位 
正六位（教育功労） 

故 

故 

奥
田  

左
衞
門 

さ
ん 

え 

も
ん 

じ
ん 

ざ 

ろ
う 

ち
ょ
う 

じ 

弥栄町少年剣道教室の皆さん。中列右から4番目が吉岡治作教室長（1月4日・弥栄中
学校柔剣道場で） 

　昭和18年9月から40年6カ月に

わたり教育現場で活躍。特にスポ

ーツに対する情熱が厚く、球技大

会をはじめとする多くの種目で選

手を上位入賞へ導くなど、その功

績が高く評価されました。 

　工作機械などの保全・修理部門に

所属し、機械修理や予防保全などの

技術に精通し、同社の生産性、安全

性向上に貢献。工作機械の稼動効率

の改善、機械の延命化を図るなど、

その技能が高く評価されました。 

岸
本  

昌
市 

さ
ん 

き
し
も
と 

し
ょ
う 

い
ち 

（
網
野
町
網
野
） 【㈱タンゴ技研社員】 

　昭和49年から丹後地域で地域医療

に従事。3,700件を超える外科手術を

執刀。多くのかたの命を救いました。

また、病院経営の再建に向け尽力す

るなど、これらの功績が高く評価さ

れました。 

笹
野  

満 

さ
ん 

さ
さ 

の 

み
つ
る 

（
峰
山
町
赤
坂
） 

【弥栄病院特別参与（医師）】 

医療功労賞 「明日の名工」 
京都府青年優秀技能者奨励賞 

あした 

　丹後藤布は天然の藤づるから取り

出した繊維を紡いで織り上げる伝統

工芸品。伝統産業に従事する優れた

技術を有する若手職人として、府知

事から「京もの認定工芸士」の称号

が授与されました。 

小
石
原  

充
保 

さ
ん 

こ 
い
し
は
ら 

み
つ
や
す 

（
網
野
町
下
岡
） 【丹後藤布職人】 

京の若手職人 
「京もの認定工芸士」 

レオ・バスカーリア／著 
　童話屋 

■葉っぱのフレディ 

蒲田  貴澄 さん 
かば た  き  すみ  

【大宮第三小5年】 

※市内の各図書館（室）に 
　所蔵しています。 

生
き
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と 

青少年読書感想文京都府コンクール 

京都府知事賞受賞作品 

　「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
」
久
々
に
み
た
。
小
さ

い
頃
、
お
母
さ
ん
に
何
度
も
読
ん
で
も
ら
っ
た

記
憶
が
あ
る
。
今
考
え
れ
ば
、
ま
だ
あ
の
時
は

意
味
も
分
か
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
に
、
な
ぜ
何

度
も
読
ん
で
も
ら
っ
た
の
か
不
思
議
で
あ
る
。

も
し
か
し
た
ら
、
す
ご
く
大
事
な
こ
と
が
書
い

て
あ
る
と
、
な

ん
と
な
く
気

付
い
て
い
た

の
か
も
し
れ

な
い
。 

　
こ
の
物
語
は
、
主
人
公
フ
レ
デ
ィ
を
通
し
て
、

「
死
」
に
つ
い
て
、
私
た
ち
に
考
え
さ
せ
て
く
れ

る
。
春
、
大
き
な
木
の
梢
に
近
い
、
太
い
枝
に

生
ま
れ
た
フ
レ
デ
ィ
は
、
仲
間
の
ダ
ニ
エ
ル
や

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
、
ベ
ン
、
ク
レ
ア
と
一
緒
に
一

年
を
過
ご
し
た
。
や
が
て
冬
に
な
り
、
フ
レ
デ

ィ
は
自
分
の
死
に
直
面
し
て
い
く
事
に
な
る
。

死
を
ど
う
し
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
フ
レ

デ
ィ
に
ダ
ニ
エ
ル
は 

「
死
ぬ
こ
と
も
変
わ
る
こ
と
の
一
つ
だ
よ
。」 

と
教
え
る
の
だ
っ
た
。 

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
死
は
悲
し
い
こ
と
、
こ
の

世
か
ら
、
大
切
な
人
が
い
な
く
な
る
つ
ら
い
こ

と
の
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
で

も
、
こ
の
本
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
も
っ
と

違
う
と
ら
え
方
が
あ
る
の
で
は
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。 

　
私
は
、「
も
し
人
が
死
な
な
か
っ
た
ら
」
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
も
し
、
本
当
に
人
が

死
な
な
か
っ
た
ら
、
生
き
て
い
る
こ
と
の
意
味

は
と
て
も
薄
く
な
る
。
人
は
い
つ
か
死
ぬ
か
ら

こ
そ
、
生
き
て
い
る
価
値
が
あ
り
、
一
秒
一
秒

を
精
一
杯
生
き
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、「
死
」
に
も
大
事
な

意
味
が
あ
る
。 

　
フ
レ
デ
ィ
は
最
後
に
死
ん
で
し
ま
う
が
、
そ

の
後
、
水
に

ま
じ
り
、
土

に
と
け
込
ん

で
、
木
を
育

て
る
力
に
な

り
、
新
し
い
「
命
」
を
生
み
出
す
準
備
の
手
伝

い
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
、「
死
」
が

次
の
命
に
形
を
変
え
た
の
で
あ
る
。 

　
私
は
、
昔
に
飼
っ
て
い
た
鳥
の
ピ
ー
の
こ
と

を
思
い
出
し
た
。
ピ
ー
が
死
ん
だ
と
き
、
私
は

と
て
も
悲
し
か
っ
た
。
け
れ
ど
、
ピ
ー
も
フ
レ

デ
ィ
の
よ
う
に
、
新
し
い
命
を
生
み
出
す
手
伝

い
を
し
て
い
る
と
考
え
る
と
、
悲
し
い
だ
け
じ

ゃ
な
い
、
不
思
議
な
気
持
ち
が
す
る
。 

　
フ
レ
デ
ィ
や
ピ
ー
だ
け
じ
ゃ
な
い
。「
死
ぬ

こ
と
」
と
「
新
し
い
命
が
生
ま
れ
る
」
こ
と
の

繰
り
返
し
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
自

然
で
は
、
ず
っ
と
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
人

間
も
そ
の
繰
り
返
し
の
中
で
生
き
て
い
る
の
だ
。 

　
私
は
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
死
に
出
会
う

と
思
う
。
そ
れ
は
き
っ
と
悲
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

そ
し
て
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
い
つ
か
い

な
く
な
る
と
思
う
と
、
考
え
る
だ
け
で
泣
き
そ

う
に
な
る
。
で
も
、
み
ん
な
の
命
は
、
し
っ
か

り
私
の
中
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
だ
。
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
私
も
い
つ

か
自
分
の
子
ど
も
に
命
を
受
け
継
ぐ
日
が
く

る
と
思
う
。
死
ぬ
こ
と
は
終
わ
り
で
は
な
い
。

形
を
変
え
て
残
り
続
け
て
い
く
。
そ
う
考
え
る

と
、
今
生
き
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
、
う
れ
し

い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

つむ 

ふじ  ふ  

（
原
文
の
ま
ま
） 

　府内の小中高627校、4,509

編の応募の中から、小学校

高学年の部で蒲田さんの作

文が府知事賞に輝きました。 
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▼
１
月
号
の
「
み
ん
な
の
声
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
図
書
館
職
員
の
接
遇
に
つ
い
て
の
投
稿
が

あ
り
ま
し
た
が
、
私
が
行
っ
た
4
カ
所
の
図

書
館
の
職
員
は
い
つ
で
も
親
切
に
接
し
て
く

れ
ま
す
。
専
門
知
識
を
も
っ
て
接
し
て
く
れ

る
こ
と
に
感
謝
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】 

 ▼
１
月
号
の
「
京
丹
後
人
」
〝
子
ど
も
11
人

の
子
宝
大
家
族
〞
を
読
み
ま
し
た
。
少
子
化

の
世
の
中
で
素
晴
ら
し
い
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
将
来
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
ね
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　【
久
美
浜
町
・
70
代
・
女
性
】 

 ▼
１
月
号
の
「
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
」、
こ
ん
な
に

も
た
く
さ
ん
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
市
民

の
目
を
楽
し
ま
せ
、
元
気
を
与
え
て
い
る
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
美
し
い
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
風
景
を
あ
り
が
と
う
。 

　
　
　
　
　
　
　
　【
峰
山
町
・
60
代
・
男
性
】 

 ▼
12
月
号
の
「
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
」
で
〝
京
丹

後
の
食
〞
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
丹
後
ば
ら
ず
し
は
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え

た
い
料
理
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　【
丹
後
町
・
60
代
・
女
性
】 

 ▼
12
月
号
の
広
報
を
読
ん
で
、
実
り
の
秋
に

ふ
さ
わ
し
く
、
食
に
恵
ま
れ
て
い
る
実
感
を

し
ま
し
た
。
小
学
生
・
高
校
生
も
携
わ
っ
て

い
て
次
世
代
を
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　【
大
宮
町
・
70
代
・
女
性
】 

 ▼
市
営
バ
ス
の
等
楽
寺
線
が
延
長
に
な
っ
て

か
ら
、
は
や
３
年
。
弥
栄
病
院
に
通
院
し
て

い
ま
す
。
と
て
も
便
利
に
な
り
、
あ
り
が
た

い
で
す
。
病
院
で
バ
ス
待
ち
の
と
き
、
11
時

に
京
丹
後
市
の
歌
が
流
れ
、
口
ず
さ
ん
で
い

ま
す
。
大
宮
町
は
正
午
に
流
れ
ま
す
。
市
全

域
で
統
一
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　【
大
宮
町
・
70
代
・
女
性
】 

 ▼
い
つ
も
広
報
紙
を
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
参
考
に
し
て
生
活
の
糧
に
し

て
い
ま
す
。
介
護
生
活
の
最
中
で
す
が
、
母

と
の
生
活
を
楽
し
ん
で
、
後
悔
の
な
い
人
生

を
歩
ん
で
前
進
あ
る
の
み
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　【
丹
後
町
・
70
代
・
女
性
】 

 ▼
最
近
の
広
報
紙
は
ガ
ラ
リ
と
雰
囲
気
が
変

わ
り
ま
し
た
。
〝
読
む
広
報
〞
か
ら
〝
見
る
、

楽
し
む
広
報
〞
と
な
り
、
カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア

が
多
い
の
が
特
徴
。
記
事
も
短
編
で
読
み
や

す
い
。
た
だ
、
目
の
不
自
由
な
か
た
へ
の
朗

読
に
ひ
と
工
夫
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】 

 ▼
（
広
報
紙
は
）
写
真
が
い
っ
ぱ
い
で
コ
メ

ン
ト
も
コ
ン
パ
ク
ト
。
各
地
の
話
題
が
満
載

で
毎
月
楽
し
み
で
す
。
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　【
峰
山
町
・
60
代
・
女
性
】 

 ▼
市
外
に
勤
め
て
い
た
の
で
京
丹
後
の
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
所

に
出
か
け
て
も
っ
と
京
丹
後
を
知
り
た
い
の

で
す
が
、
広
報
紙
で
行
っ
た
気
に
さ
せ
て
く

れ
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　【
大
宮
町
・
50
代
・
女
性
】 

 
 ▼（

市
外
に
住
ん
で
い
る
た
め
）広
報
紙
を
毎

回
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、用
事
で（
京

丹
後
に
）帰
る
た
び
に
目
を
通
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
冬
は
雪
が
多
く
大
変
と
思
い
ま
す
が
市

民
の
皆
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
春
を

お
楽
し
み
に
。
　【
長
岡
京
市
・
40
代
・
男
性
】 

今
回
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
回
答
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
、
感
想
・
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

み
ん
な
の 

声 　厚生労働省による高齢者の虐待に関する調査（平成21年度）の結果では、虐待を受けた高齢者の約７
割が介護の必要なかた（要介護認定者）という結果でした。また、そのうちの８割のかたには、何らかの
認知症状が認められました。 
　認知症や高齢者の介護や世話が大きな負担になることも、虐待の要因になっています。 

　高齢者が尊厳をもって暮らせるように、また、高齢者を支える養護者を支援するため「高齢者の虐待防止

法（高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律）」が策定され、平成18年4月1日か

ら施行されています。 

　京丹後市においても、行政や民間団体などで構成する「高齢者虐待防止ネットワーク」を平成21年11月

に設立しており、虐待の防止と早期発見、高齢者や養護者への支援の強化を図ります。 

　高齢者への虐待は、家庭における養護者または施設などの職員による次の行為をいい、大きく５つに区
分されます。（高齢者の虐待防止法から） 

経済的虐待 

性 的 虐 待 

認知症は病気の一つです。また、だれもがかかりうる病気です。 

治療の可能性や対応の仕方によって、症状が改善することもあります。一人で悩まず、 

地域包括支援センターなどの相談窓口にご相談ください。 

　高齢者の虐待防止法では、「虐待の発見者は、市へ通報するよう努めなけれ
ばならない」とされています。 
　通報の秘密は守られますので、高齢者への虐待に気づいた場合やその疑い
がある場合は、京丹後市地域包括支援センター（各分室）へご連絡ください。 

養護を著しく怠ること （介護・世話の放棄、放任） 

虐待に気づいたら 

心理的虐待 （著しい心理的外傷を与える言動） 

悩んでいませんか 

高齢者虐待って？ 

介護の負担をできるだけ少なくすることが、ポイントの１つになります。 

深刻になる前に、まずは地域包括支援センターなどの相談窓口にご相談ください。 

身体的虐待 （暴行） 

懲罰的に下半身を裸にして放置するなど 

ベッドにしばりつける、意図的に薬を過剰に与える 
たたく、つねる、殴る、蹴る、やけどを負わせるなど 本人の不動産・年金・預貯金などを本人の意思・利 

益に反して使用するなど 

必要な金銭を渡さない、使わせない 

子ども扱いする、怒鳴る、ののしる、悪口を言う 

排泄などの失敗に対して恥をかかせるなど 

髪が伸び放題だったり皮膚が汚れたままにある 
空腹・脱水・低栄養状態のままにする 
おむつなどを放置する、劣悪な状態や住環境の中に 
放置するなど 

（地域包括支援センターなどのお問い合わせ先は、昨年９月に配布しました「くらしの支援ガイド」をご確認ください） 

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
故

郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。 

「
若
い
力
」
の
応
援
を
 

堀　弘明さん（65歳） 
 

ほり ひろあき 

奈良市在住 
峰山町長岡出身 

丹後織物工業組合の工場内でちりめんの 
製造工程の説明を聞く大学生 

　
故
郷
の
丹
後
を
離
れ
て
半
世
紀
近
く
、

望
郷
心
か
ら
ふ
る
さ
と
応
援
団
に
入
っ

て
１
年
が
経
ち
、
改
め
て
、
自
分
は
何
を

す
べ
き
か
考
え
ま

し
た
。 

　
京
丹
後
で
今
す
べ
き
こ
と
は
何
か
と
、

思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
的
外
れ
か
と
思

い
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
意
見
や
提
言
め
い

た
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
の
考
え
が
有

効
だ
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い

５
年
か
10
年
だ
ろ
う
か
ら
、

さ
ら
に
未
来
を
見
据
え
た

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思

い
直
し
ま
し
た
。
差
し
迫
っ

て
重
要
な
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
と
、
国
家
百
年
の
計

で
、
将
来
の
た
め
に
今
か
ら

取
り
組
む
こ
と
は
並
行
す

べ
き
と
思
っ
た
の
で
す
。
未

来
の
京
丹
後
の
た
め
に
、
私
が
で
き
る
の

は
、
若
い
力
を
応
援
す
る
こ
と
だ
と
結
論

を
出
し
ま
し
た
。 

　
先
日
、
東
京
と
横
浜
へ
行
く
機
会
を
得

ま
し
た
。
数
分
ご
と
に
行
き
来
す
る
列
車

は
、
ほ
と
ん
ど
十
数
両
の
長
い
連
結
の
編

成
で
、
し
か
も
満
員
。
大
変
活
気
の
あ
る

社
会
の
姿
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
や

は
り
元
気
な
社
会
の
た
め
に
は
人
の
多

さ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
の

で
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
育
ち
、
若
い
力
が
伸

ば
せ
る
環
境
の
京
丹
後

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う
す
れ

ば
、
10
年
、
20
年
い
や
50
年
、
1
0
0
年

後
も
、
真
面
目
に
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し

と
美
し
い
自
然
の
あ
る
京
丹
後
の
素
晴

ら
し
さ
や
特
長

を
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
で

き
る
と
確
信
し

ま
す
。 

　
私
一
人
の
力

は
小
さ
い
で
す
が
、

そ
の
た
め
の
応

援
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 
ふるさと 

おうえんだんわ 

応援団 応援団 応援団 
ふるさと ふるさと ふるさと 

～だれもが尊厳をもって暮らせるために～ ～だれもが尊厳をもって暮らせるために～ 

高齢者への虐待を防ごう 
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▼
今
冬
は
、
大
雪
が
断
続
的
に

続
い
て
い
ま
す
。
厳
し
い
冬

の
寒
さ
や
生
活
の
ご
負
担
と

地
域
経
済
の
状
況
が
一
面
で

重
な
っ
て
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、

　

冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら

じ
〞
、
ま
た
、〝
朝
の
来
な
い

夜
は
な
い
〞
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
必
ず
い
つ
か
一
陽
来

復
の
春
や
朝
は
来
る
の
で
す
。 

▼
大
切
な
こ
と
は
、
春
や
朝

が
来
た
と
き
に
、
ど
れ
だ
け

高
く
長
く
遠
く
に
雄
飛
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
こ
と

は
、
雌
伏
の
時
期
に
、
ど
れ
だ
け

努
力
を
重
ね
、
ど
れ
だ
け
深
く

か
が
み
、
ど
れ
だ
け
負
担
に
抗

っ
て
足
腰
を
鍛
え
る
こ
と
が
で

き
た
か
、
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。

深
く
か
が
め
ば
か
が
む
ほ
ど
、

い
ざ
跳
ぶ
と
な
れ
ば
う
さ
ぎ
の

よ
う
に
高
く
跳
び
、
辰
の
よ
う

に
天
空
を
駆
け
巡
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

▼
他
方
で
、「
純
真
に
し
て
温
和

で
あ
れ
。
自
分
だ
け
で
は
な
く
、

他
人
を
も
愛
情
を
も
っ
て
育
め
。

内
面
の
健
康
と
幸
福
に
意
を
用

い
よ
。
幸
福
は
花
の
芳
香
の
ご

と
く
周
囲
に
広
が
り
、
あ
ら
ゆ

る
よ
き
こ
と
ど
も
を
自
分
に
引

き
寄
せ
る
」
と
い
う
趣
旨
の

名
言
警
句
を
思
い
出
し
ま
す
。

こ
の
文
章
、
勤
勉
努
力
の
忙

し
さ
が
求
め
ら
れ
る
中
で

も
精
い
っ
ぱ
い
に
踏
ん
張

り
な
が
ら
深
く
味
わ
い
た

い
言
葉
で
あ
り
ま
す
。 

▼
幸
福
は
と
き
に
優
し
い

顔
で
は
や
っ
て
こ
ず
、
険
し

い
厳
し
い
顔
で
や
っ
て
き

ま
す
。
一
見
険
し
い
状
況
も
、

幸
福
へ
と
続
く
道
、
繁
栄
へ

の
玄
関
で
あ
る
と
確
信
し
て
、

勤
勉
、
精
励
の
粘
り
強
い
努

力
を
大
切
に
、
そ
し
て
内
面
の

健
康
と
幸
福
と
の
共
存
に
意
を

よ
く
用
い
、
皆
と
も
に
人
と
ま

ち
の
元
気
と
未
来
を
一
歩
一
歩

開
拓
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

京
丹
後
市
長
　
中
山
　
泰 

い
ち 

ゆ
う 

あ
ら
が 

し 

ふ
く 

せ
い 

れ
い 

ひ 

よ
う 

ら
い 

ふ
く 

た
つ 

〝 

ジオパークの絶景 記念切手に 
郵便局株式会社 1,000部作成 

記念切手に関するお問い合わせ先： 

　郵便局株式会社近畿支社（大阪市）はこ
のほど、山陰海岸の風景写真をあしらっ
た切手シート（80円切手10枚）を作成し
ました。 
　山陰海岸の「世界ジオパークネットワ
ーク」加盟を記念したもので、立岩や琴引
浜、久美浜湾など市内のジオサイト10カ
所をデザイン。1部1,200円で、郵便局窓
口などで販売されています。1000部限定。 
　1月6日には増井延雄伊根郵便局長が市
役所を訪れ、中山市長に切手シートを贈呈。
増井局長は「世界認定を機に、丹後の魅力
を全国に発信していきたい」と話してい
ました。 

ジ
オ
パ
ー
ク
記
念
切
手
を
掲
げ
る
増
井
局
長 

▲高龍中陸上部員たちの声援

　を受け、３位集団で混戦を

　繰り広げる能勢君（左・第6

　区間） 

▲「がんばれ！大宮中学校」ののぼり

　旗を掲げて声援を送る学校関係者 

※
表
紙
に
関
連
写
真 

第60回　全国高等学校スキー大会 
（インターハイ） 

今井 良太 君（網野高3年） 

「
た
す
き
の
重
み
を
背
負
い
挑
ん
だ
」井
田
君 

「
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」
能
勢
君 

2大会に出場 

　
網
野
高
３
年
の
今
井
良

太
君
が
、
第
66
回
国
民
体

育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
（
２
月
12 
日
か
ら

15
日
ま
で
・
秋
田
県
鹿
角

市
）
の
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

種
目
の
大
回
転
（
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）
に

出
場
し
ま
す
。 

　
な
お
、
今
井
君
は
、
２

月
６
日
か
ら
10
日
ま
で

岩
手
県
八
幡
平
市
で
開
催

さ
れ
た
第
60
回
全
国
高

等
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
大

回
転
と
回
転
（
ス
ラ
ロ
ー

ム
）
に
も
出
場
し
ま
し
た
。 

か 

づ
の 

は
ち
ま
ん 

た
い 

し 

　
井
田
君
は
１
区
の
文
元

慧
君
（
洛
南
高
）
か
ら
８

位
で
た
す
き
を
受
け
取
る

と
、
力
強
い
走
り
で
そ
の

順
位
を
キ
ー
プ
。
３
区
の

中
尾
誠
宏
さ
ん
（
社
会
人
）

に
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
５
区

の
小
山
陽
平
君
（
洛
南
高
）

か
ら
３
位
で
た
す
き
を
受

け
取
っ
た
能
勢
君
は
、
３

位
集
団
の
中
で
混
戦
を
繰

り
広
げ
、
６
位
で
ア
ン
カ

ー
の
三
岡
大
樹
さ
ん
（
社

会
人
）
に
つ
な
ぎ
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
、
京
都
チ
ー

ム
は
２
時
間
20
分
39
秒

で
４
位
入
賞
と
い
う
快
挙

を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
２
人
の
応
援
の

た
め
に
、
地
元
の
か
た
や

陸
上
部
の
仲
間
、
学
校
長

や
教
諭
も
現
地
入
り
。
学

校
名
と
励
ま
し
の
言
葉
が

書
か
れ
た
特
製
の
ぼ
り
旗

を
手
に
、
沿
道
か
ら
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　「
多
く
の
声
援
が
走
り
を

後
押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

応
援
し
て
く
れ
た
す
べ
て

の
か
た
に
感
謝
し
ま
す
。」

と
能
勢
君
。
井
田
君
は
「
初

め
て
の
全
国
大
会
。
京
都

代
表
と
し
て
、
た
す
き
の

重
み
を
背
負
い
挑
戦
で
き

ま
し
た
。」
と
、
初
の
大
舞

台
を
振
り
返
り
ま
し
た
。 

ふ
み
も
と 

第66回　国民体育大会冬季大会スキー競技会 

かづの 

ゆ
う 

き 

こ
う
す
け 

ひ
ろ 

き 

け
い 

の
ぶ
ひ
ろ 

このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を
喜ぶご家族の姿を紹介します。詳しくは秘書広報広聴
課（蕁69-0110）まで。 

母…香詠子さん　父…誠人さん 
住所…峰山町荒山 

藤原 聖寸ちゃん（男の子） 

1月生まれ・2,688グラム 
か え  こ  まこ  と  

せ  す  

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う 

和気　来 泰 
5

市 長 エ ッ セ イ 

わ き 
た 

い い ら 

冬の寒さと内面の幸福 

郵便局株式会社近畿支社（蕁06-6944-8157） 
峰山郵便局（蕁62-0265） 

京たんごスポーツ 京たんごスポーツ 京たんごスポーツ 

たんすぽ 

たんすぽ 京たんごスポーツ 京たんごスポーツ 京たんごスポーツ 

たんすぽ 

たんすぽ 

京
都
４
位
の
快
挙
に
貢
献 

能勢君、井田君が大活躍 
天皇盃・全国男子駅伝 天皇盃・全国男子駅伝 (広島広島)(広島)

　
第
16
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
大
会
（
天
皇

盃 

全
国
男
子
駅
伝
）
が
１
月
23
日
、
広
島
市
の
平
和
記

念
公
園
前
を
発
着
点
と
す
る
７
区
間
48 
・
０
㌔
の
コ
ー

ス
で
47
チ
ー
ム
が
競
い
ま
し
た
。 

　
京
都
チ
ー
ム
は
、
２
区
（
３
㌔
）
に
井
田
湧
希
君
（
大

宮
中
３
年
）
と
６
区
（
３
㌔
）
に
能
勢
浩
介
君
（
高
龍
中

３
年
）
が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
４
位
の
快
挙
を
果
た
し
ま

し
た
。 
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　幸せな日々を過ごすしまふくろうの
夫婦。2羽はいつまでもこの幸せが続く
ことを祈るが、しまふくろうの寿命は
20年。終わりの日は静かに忍び寄って
いた―。大自然の中でお互いをいたわる
夫婦の愛情がしみじみと心に響きます。 

■しまふくろういきる 小川洋子／著　集英社  
絵本塾出版 

手島圭三郎／文・絵 

　原稿の執筆が遅々として進まない女
流作家の日記。平凡な日常を記録してい
るはずなのに、いつの間にか奇妙な体験
があふれ出して―。読者を異世界にいざ
なう、奇想天外な「小川洋子ワールド」を
体感してください。 

■原稿零枚日記 
げん こう まい にっ き ぜろ 

今月のおすすめ 

劇『ねずみのよめいり』（丹後図書室） 

大型紙芝居『おうさまさぶちゃん』 
（弥栄図書室） 

市職員人事異動 

異 動 [1月1日付] ※カッコ内は前所属  
峰山消防署 久美浜分署 
 
  
峰山消防署 消防課 
 
  
峰山消防署 網野分署 
 
  
久美浜病院 久美浜訪問看護ステーション 

（峰山消防署消防課 指令2係長） 

（峰山消防署網野分署 警備2係長） 

（峰山消防署久美浜分署 警備2係長） 

（久美浜病院通所リハビリテーション  
主任看護師） 

（弥栄病院診療部 内科 内科医長） 

退 職 [12月31日付] ※カッコ内は前所属  
薗田 徹 

おすすめの本を陳列（あみの図書館） 

警備2係長 

指令2係長 

主任看護師 

警備2係長 

井上 一彦 

渡邊 登世浩 

中西 則昭 

木下 千里 

　今月号に掲載された記事の中からクイズを出
題します。全問正解者の中から抽選で5人のか
たに図書カード500円分をプレゼント！ 

◆応募方法 ◆1月号の答え 

弥栄町で「新春親子で○○づくりたこあげ教室」を開催 

シルクに関する情報誌「○・○・○」を創刊 

京丹後市のラスパイレス指数は○○.○ 

はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字
や文字）②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電
話番号 ⑥広報紙の感想やイラストなどを明
記して、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙を参
照）。なお、いただいた感想やイラストは、お
名前を記載の上広報紙に掲載することがあり
ます。匿名希望、ペンネーム希望のかたはそ
の旨を明記してください。 
◆締め切り 
2月25日（金）当日消印有効。当選者の発表は
来月号のこのコーナーで。 

①429人 
②10月29日～11月6日 
③（鹿児島県奄美市立）市小中学校 

◆応募総数・正解者数 
12月号 応募総数28人、正解者28人 
1月号 応募総数16人、正解者11人 

※たくさんのご応募ありがと
　うございました。 

　11月下旬から12月にかけて、各図書館でお楽しみ会やおはなし会を開催

しました。6館合計約600人の親子連れなどが参加。各館とも大型紙芝居や人

形劇など趣向を凝らした催しで、来場者を楽しませました。 

　図書館では、毎月読み聞かせやお楽しみ会を開催しています。日程
や対象年齢など、詳しくは「きょうたんごおしらせ版」の行事予定をご
覧ください。 

　
岡
第
１
号
墳
は
、
網
野
町
小
浜
の
離
湖
の

ほ
と
り
に
あ
り
ま
す
。
古
墳
時
代
中
期
か
ら

後
期
（
５
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀
初
頭
）
の
も

の
と
み
ら
れ
る
岡
古
墳
群
の
古
墳
４
基
の
う

ち
の
一
つ
で
、
そ
の
中
で
も
最
後
に
造
ら
れ

た
も
の
で
す
。 

　
も
と
も
と
は
約
２
０
０
㍍
西
の
砂
丘
上
に

立
地
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
42
年
、
周
囲
の

宅
地
化
に
伴
い
消
滅
。
そ
の
後
、
現
在
の
位
置

に
移
築
復
元
さ
れ
ま
し
た
。 

　
岡
第
１
号
墳
の
発
見
は
昭
和
27
年
。
砂
丘

の
土
取
り
を
し
て
い
る
最
中
に
横
穴
式
石
室

が
見
つ
か
り
、
翌
年
、
近
く
の
新
樋
越
川
を
開

削
す
る
工
事
の
際
に
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。 

　
横
穴
式
石
室
は
、「
万
畳
石
」
と
呼
ば
れ
る

地
元
の
石
を

組
み
合
わ
せ

て
造
ら
れ
た

全
長
10
・
８
ｍ

ほ
ど
の
も
の

で
す
。
石
室
の

床
面
か
ら
は
、

成
人
男
性
２
体
・

成
人
女
性
３
体
・

子
ど
も
１
体

の
人
骨
と
と

も
に
、
鉄
鏃
・
刀
子
・
馬
具
・
金
色
に
輝
く
環

頭
大
刀
な
ど
の
鉄
製
品
、
碧
玉
製
管
玉
・
水
晶

製
切
子
玉
・
そ
ろ
ば
ん
玉
な
ど
の
玉
類
、
そ
し

て
須
恵
器
や
土
師
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
出

土
し
た
須
恵
器
の
一
部
は
、
そ
の
形
か
ら
、
出

雲
地
方
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
特
徴
的
な
出
土
品
と
し
て
、
馬

の
前
脚
の
大
腿
骨
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に

見
て
も
非
常
に
珍
し
い
事
例
で
あ
り
、
馬
の

脚
部
を
肉
が
つ
い
た
ま
ま
死
者
に
さ
さ
げ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
岡
第
１
号
墳
は
、
古
墳
時
代
後
期
の
丹
後

地
域
を
考
え
る
上
で
重
要
な
古
墳
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
、
昭
和
51
年
３
月
１
日
付
け
で
網

野
町
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定
。
京
丹
後

市
発
足
に
あ
わ
せ
市
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
石
室
内
へ
入
る
と
、
黄
泉
の
国
の
雰
囲
気

が
味
わ
え
ま
す
。
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
文
化
財
保
護
課
） 

図書館だより 図書館だより ◆開館時間／10時～18時 （峰山・あみののみ水曜は19時まで） 

◆問い合わせ先／　峰山図書館（蕁62-5101） 大宮図書室（蕁69-0672） 
　　　　　　　　あみの図書館（蕁72-4946） 弥栄図書室（蕁65-2101） 
　　　　　　　　久美浜図書室（蕁82-1771） 丹後図書室（蕁69-0664） 

◆貸出／1人20点まで・2週間 

新刊コーナー、 
おすすめ本コーナーに注目！ 

年末のお楽しみ会に600人 

2月図書館カレンダー 

 6   7   8   9  10 11 12 
13 14 15 16 17 18 19 
20 21 22 23 24 25 26 
27 28   1  2   3   4   5   
 6   7   8   9  10 11 12

日 月 火 水 木 金 土 

（赤文字は休館日） 

3

　どの図書館でも、ほぼ毎週、出版され

て間もない新鮮な本を新刊コーナーに

並べています。図書館スタッフおすす

めの本コーナーもありますのでぜひ手

にとってみてください。 

　探している本が見当たらないときは

気軽にスタッフに声をかけてくださいね。 

問1

問2

問3

広報クイズ 広報クイズ 広報クイズ 

京
丹
後
市
の
文
化
財 

京
丹
後
市
の
文
化
財 

58
 

お
か 

だ
い 

い
ち 

ご
う 

ふ
ん 

復
元

岡
第
１
号
墳
（
網
野
町
小
浜
） 

だ
い 
た
い 
こ
つ 

し
ん 

ひ 

が
わ 

よ
こ 

あ
な 

か
ん 

へ
き
ぎ
ょ
く 

す 

え 

よ 

み 

き 

は 

じ 

き 

と
う 

き
り 

だ
ま 

こ 

た 

く
だ 

た
ま 

ち 

と
う 

て
つ 

ぞ
く 

す 
し
き 

ま
ん
じ
ょ
う
い
し 

せ
き 

し
つ 

58
 

離湖離湖 離湖 

網野高等学校網野高等学校 網野高等学校 

網野中学校網野中学校 網野中学校 

P

岡第1号墳 
至丹後町 

新樋越川 新樋越川 

こ
し 

「馬の脚の骨」が出土 

岡第１号墳。2号墳から4号墳までは昭和42年の
宅地化の際消滅したが、1号墳のみ現在の位置に
移築復元された 

　
日
本
語
教
室
に
参
加
し
て
い
る
市

内
在
住
の
外
国
人
と
講
師
の
交
流
会

が
昨
年
12
月
19
日
、
弥
栄
地
域
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
受
講
者
と
そ
の
家
族
、

講
師
な
ど
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
外
国
人
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成

講
座
の
受
講
者
で
も
あ
る
田
茂
井
ナ

セ
ル
さ
ん
と
石
田
ジ
ー
ナ
さ
ん
が
、
ジ

オ
サ
イ
ト
の
魅
力
を
日
本
語
と
英
語

で
紹
介
。
ま
た
、
災
害
時
の
対
応
を
テ

ー
マ
に
し
た
ク
イ
ズ
に
全
員
で
挑
戦

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果
を

振
り
返
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

対 象 者 市内在住の外国人のかた 

受講時間 １回２時間以内 

場　　所 相談のうえ決定します。 

日　　程 相談のうえ決定します。 

受 講 料 １回あたり200円（非会員300円） 

講　　師 日本語ボランティアスタッフ 

　日本の文化などにも触れながら学ぶ、少人数制

の「日本語教室」です。一緒に楽しく日本語を学び

ましょう。 

お問い合わせ先 
京丹後市国際交流協会事務局 

（企画政策課内・蕁69-0120） 

navinavinavinavi navinavinavinavi

災
害
時
の
対
応
を
テ
ー
マ
に
し
た
ク
イ
ズ 

を
楽
し
む
参
加
者 

ク
イ
ズ
で
交
流
深
め
る 

外国人の皆さんへ 

日本語教室に参加しませんか？ 

がいこくじん みな  

に  ほん  ご  きょうしつ さん  か  

京丹後市国際交流協会 

ほん ぶん  か  ふ まな にん ずう せい 

いっ しょ たの ご まな 

たい    しょう   しゃ 

  こう   じ   かん じゅ 

しょ ば 

てい にっ 

りょう こう じゅ 

し こう 

に ほん  ご 

に  

ほん に  きょう しつ 

しょう 

し ない ざい じゅう がい こく じん 

かい 

かい 

じ  かん  い  ない  

けってい そうだん 

けってい そうだん 

えん ひ かい いん 

ご ほん に  

えん 

と あ 

せい 

きょう たん ご こくさい こう 

き かく さく 

かい じ む きょく きょう 

か ない 

りゅう し 

日
本
語
教
室
交
流
会 さき 
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▼
昨
年
末
か
ら
、
雪
の
降
る

日
が
続
き
ま
し
た
。
特
に
１

月
末
は
、
２
㍍
を
超
え
る
積

雪
が
。
朝
の
通
勤
は
、
時
速
10

〜
30
㌔
の
運
転
で
疲
れ
ま
す
。

し
か
し
、
早
朝
の
除
雪
作
業

の
か
た
は
、
夜
中
に
起
き
て

寒
く
真
っ
暗
な
中
、
除
雪
機

ま
で
の
道
な
き
道
を
行
き
、

作
業
を
さ
れ
ま
す
。
除
雪
機

で
の
作
業
は
神
経
を
使
う
も
の
。

作
業
さ
れ
る
か
た
へ
感
謝
で
す
。 

▼
風
は
ま
だ
冷
た
い
で
す
が
、

最
近
、
日
が
長
く
な
っ
て
き

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
穏
や

か
な
春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し

い
で
す
。
／
輝 

つ
ぶ
や
き 

つ
ぶ
や
き 

人口・世帯数 

男　　   29,563人 

女　　   31,654人 

計　　   61,217人 

世帯数　22,218世帯 

（－11） 

（－28） 

（－39） 

（＋1） 

（1月1日現在・（ ）内は前月比） 

　
生
産
者
と
消
費
者
の 

　
　
　 

橋
渡
し
に
挑
戦 

ひ 

か 

み 

な
が 

ど
め 

まえ だ たか のり 

なが どめ 

　 　
全
国
に
は
、
１
万
カ
所
以
上
の
農
林
産
物

直
売
所
が
あ
る
。
周
辺
に
に
ぎ
わ
い
を
生
み

出
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
事
例

も
た
く
さ
ん
あ
る
。
今
回
は
、
久
美
浜
町
永

留
の
国
道
３
１
２
号
沿
い
で
「
火
・
水
・
風
」

の
経
営
に
挑
戦
す
る
前
田
孝
則
さ
ん
を
紹
介

す
る
。 

 

　
前
田
さ
ん
の
前
職
は
、
地
元
旅
館
の
営
業

マ
ン
。「
旅
行
客
の
大
き
な
関
心
は
、〝
食
〞
。

し
か
も
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
。『
何
と

か
し
た
い
』
と
、
む
し
ろ
焦
り
ま
し
た
ね
」 

　
実
に
８
年
に
も
及
ぶ
構
想
の
末
、
昨
年
８
月

に
直
売
所
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
。「
〝
火
〞
は
太
陽

を
、〝
風
〞
は
空
気
を
そ

れ
ぞ
れ
表
現
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
〝
水
〞
│
│
。
こ

れ
ら
す
べ
て
は
、
生
活

す
る
上
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
す
。
直

売
所
も
そ
う
で
あ
り
た

い
と
の
思
い
か
ら
「
火
・

水
・
風
」
と
名
付
け
ま
し

た
」
と
言
う
。 

　
約
90
平
方
㍍
の
売
り
場
に
は
、
地
元
産
の

旬
の
野
菜
を
中
心
に
、
米
や
果
物
、
加
工
品

な
ど
が
所
狭
し
と
並
ぶ
。
魚
介
類
や
障
害
者

授
産
施
設
な
ど
の
作
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る

こ
と
も
、
特
徴
の
一
つ
だ
。 

　
販
売
は
登
録
制
。
小
規
模
か
ら
大
規
模
ま

で
、
地
元
を
中
心
に
１
０
０
件
を
超
え
る
生

産
者
が
登
録
し
て
い
る
。
市
場
流
通
に
乗
ら

な
い
規
格
外
品
や
余
剰
農
産
物
、
家
庭
菜
園

の
野
菜
な
ど
も
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

生
産
者
は
自
ら
商
品
を
持
ち
込
み
、
値
段
付

け
を
行
う
。
生
産
地
と
生
産
者
名
が
表
示
さ

れ
た
値
札
は
、
消
費
者
の
信
頼
感
や
安
心
感

を
高
め
る
戦
略
の
一
つ
で
も
あ
る
。 

　
前
田
さ
ん
は
、
前
職
の
経
験
か
ら
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
生
産
・
販
売
展
開
の
必

要
性
を
解
く
。「
で
き
た
も
の
を
売
る
の
で
は

な
く
、
売
れ
る
も
の
を
作
る
こ
と
が
大
切
」

と
力
を
込
め
る
。 

　
生
産
者
の
や
る
気
を
高
め
る
た
め
、
携
帯

電
話
で
、
消
費
者
が
好
む
包
装
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
り
消
費
者
の
〝
生
の
声
〞
を
伝
え
た

り
も
す
る
。 

　「
で
も
、
ま
だ
ま
だ
商
品
が
足
り
ま
せ
ん
。

地
域
や
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
〝
自
慢
の
品
〞

は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
。
そ
れ
ら
を
掘
り
起

こ
し
て
い
き
た
い
」
と
想
い
は
熱
い
。 

　「
生
産
者
と
消
費
者
と
の
橋
渡
し
を
す
る

こ
と
で
、
お
互
い
が
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る

ま
ち
に
な
れ
ば
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ
た
。 

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる 

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト 

ひと ・人・ ヒト ひと ・人・ ヒト 

2011.02
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手洗い・うがい・消毒で風邪を未然に防ぎましょう 

京 
丹後 
人 

10
前田 孝則 さん（46歳） 

久美浜町永留 


